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序

　 本 書 は、 都 城 市 教 育 委 員 会 が国・ 県 の 補 助を受 けて実 施した埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 の
記 録です。 各 種 開 発 に 対 し、 埋 蔵 文 化 財 の 保 護 を 目 的に行った試 掘・ 確 認 調 査、 自 然
崩壊によって発見された地下式横穴墓の発掘調査の記録を報告しています。
　この報告書が文化財行政の一資料としてだけではなく、 学校教育・ 生涯学習の場など
で広く活用され、 地域の歴史を知る手掛かりとして活用いただければ幸いです。
　 最 後になりましたが、 多 大なる御 協 力を賜りました各 関 係 機 関、 地 域の皆 様 に 対 し 深
く感謝申し上げます。

　　　平成 29 年 3 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都城市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　黒木哲德

例言
１． 本 書 は、 都 城 市 が 平 成 28 年 度 に 国 宝 重 要 文 化 財 等 保 存 整 備 費 補 助 金 及 び 宮 崎 県 埋 蔵 文 化 財 緊 急 調
査 補 助 金 を 受 け て 実 施 し た 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書 で あ る。

2． 補 助 事 業 の 事 業 主 体 は 都 城 市、 調 査 主 体 は 都 城 市 教 育 委 員 会 で あ る。

3． 調 査 の 目 的 は、 都 城 市 内 の 各 種 開 発 予 定 地 に お け る 埋 蔵 文 化 財 の 有 無 及 び 遺 存 状 況 の 確 認 で あ る。

4． 本 書 で は、 平 成 28 年 度 に 実 施 し た 試 掘 ・ 確 認 調 査 等 の う ち、 補 助 事 業 と し て 実 施 し た 10 件、 平 成
11 年 度 に 実 施 し た 地 下 式 横 穴 墓 緊 急 調 査 1 件 の 概 要 を 報 告 し て い る。

5． 現 場 に お け る 記 録 写 真 の 撮 影 及 び ト レ ン チ 配 置 図 ・ 土 層 断 面 図 の 作 成、 製 図、 調 査 概 要 の 作 成 は、
各 調 査 担 当 者 が 行 っ た。

6. 古 人 骨 の 分 析 は 松 下 孝 幸 氏 ・ 松 下 真 実 氏、 親 族 構 造 分 析 は 舟 橋 京 子 氏 ( 九 州 大 学 大 学 院 比 較 社 会 文 化
研 究 院 ・ 九 州 大 学 ア ジ ア 埋 蔵 文 化 財 研 究 セ ン タ ー ) に 依 頼 し た。

7． 出 土 遺 物 の 実 測 は、 文 化 財 課 嘱 託 川 俣 唱 子 及 び 整 理 作 業 員 が 行 い、 製 図 は 文 化 財 課 主 幹 桒 畑 光 博 ・
主 査 近 沢 恒 典 が 行 っ た。

7． 本 書 の 作 成 は、 各 担 当 者 が 作 成 し た 調 査 概 要・写 真 を も と に 近 沢 が 中 心 と な っ て 行 い、 松 下 孝 幸 氏・
松 下 真 実 氏・舟 橋 京 子 氏 よ り 玉 稿 を 賜 っ た。菓 子 野 地 下 式 横 穴 墓 群（1999-1 号）の 報 告 は 桒 畑 が 担 当 し た。

8． 現 場 に お け る 測 量 に は 遺 跡 調 査 シ ス テ ム 「Site Xross」、本 書 に 使 用 し た 図 面 の 製 図・編 集 に は 「ト レ ー
ス く ん」・「Adobe Illustrator CS5.5」・「Adobe InDesign CS5.5」 を 使 用 し て い る。

9． 本 書 の 調 査 区 位 置 図 に 示 し て い る 「過 年 度 調 査 調 査 地 点」 は、 本 年 度 以 前 に 試 掘 調 査 ・ 確 認 調 査 ・
記 録 保 存 を 目 的 と す る 発 掘 調 査 の い ず れ か を 実 施 し た 地 点 で あ る。

10． 出 土 遺 物 及 び 各 種 記 録 類 は、 都 城 市 教 育 委 員 会 で 保 管 し て い る。
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　 都 城 盆 地 は 九 州 南 部 内 陸 部 に あ っ て、 霧 島 火 山 群 の 東 南 の ふ も と、 宮 崎 県 南 西 部 か ら 鹿 児 島 県 北 東 部
に か け て 広 が る。 そ の 起 源 は 列 島 形 成 時 の 陥 没 帯 と さ れ る。 基 盤 層 は 四 万 十 累 層 群 と さ れ、 近 隣 火 山 群
の 強 い 影 響 の 下、 シ ラ ス 台 地 等、 火 山 噴 出 物 起 源 の 地 形 形 成 が 発 達 し て い る。 南 北 に 細 長 い 盆 地 の 周 縁
に は 標 高 400 ｍ 程 度 の 山 地 が 連 な り、南 の み が 大 隅 半 島 に む け て 開 口 す る。四 方 よ り 流 入 す る 河 川 群 は、
盆 地 を 南 北 に 貫 流 す る 大 淀 川 へ と 収 束 さ れ た の ち、 北 縁 の 山 地 帯 を 抜 け 宮 崎 平 野 へ と 至 る。 内 部 地 形 は
大 淀 川 を 境 に 西 側 の シ ラ ス 台 地、 東 の 扇 状 地 性 の 低 位 段 丘 に 大 別 さ れ る。
　 都 城 市 は 東 西 25㎞、 南 北 35㎞、 面 積 約 650 平 方 ㎞、 周 縁 山 地 を 含 む 盆 地 の 大 半 を 占 め て い る。 人 口
規 模 は 約 16 万 4 千 人、 中 心 的 な 市 街 地 は 盆 地 底 南 部 の 扇 状 地 面 に 形 成 さ れ て い る。
　 都 城 市 内 に お け る 「周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地」 は、山 間 部 を 除 く 各 地 形 面 に ま ん べ ん な く 分 布 す る が、
大 淀 川 や そ の 支 流 沿 い の 河 岸 段 丘 面、 台 地 縁 部、 開 析 扇 状 地 の 側 端 部 に お け る 分 布 密 度 が 高 い。 ま た、
九 州 南 部 域 で は 霧 島 火 山 群 や 桜 島 な ど の 火 山 群 か ら 噴 出 し た テ フ ラ が 多 く 分 布 し て お り、 遺 跡 調 査 の 際
の 指 標 と し て 利 用 さ れ て い る。 都 城 市 内 で も 複 数 の 火 山 灰 層 が 確 認 さ れ る が、 目 視 同 定 が 可 能 な 次 の 6
種 が 試 掘・確 認 調 査 の 際 に 多 く 利 用 さ れ る。 霧 島 新 燃 岳 享 保 軽 石 (Kr-SmK・霧 島 火 山 新 燃 岳 起 源・1717 )。
桜 島 3 テ フ ラ (Sz-3・桜 島 文 明 軽 石・桜 島 起 源・1471 年 )。 霧 島 御 池 軽 石 (Kr-M・霧 島 火 山 御 池 起 源・約 4,600
年 前 )。 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 (K-Ah・鬼 界 カ ル デ ラ 起 源・約 6,600 年 前 )。 桜 島 11 テ フ ラ (Sz-11・桜 島 起 源・
約 8,600 年 前 )。 桜 島 薩 摩 テ フ ラ (Sz-S・ 桜 島 起 源 ・ 約 12,800 年 前 )1).2)。
　 平 成 28 年 度、民 間 事 業 に 伴 う 埋 蔵 文 化 財 の 照 会 件 数 は 313 地 点 ( 集 計 数 値 は 平 成 29 年 2 月 17 日 時 点。
以 下 同 様 ) の 記 録 が 残 り、 公 共 事 業 に 関 し て は、 庁 内 の 事 業 調 査 に て 150 事 業 が 把 握 さ れ る。 前 年 度 と
比 較 し、 民 間 事 業 は 100 件 程 度、 公 共 事 業 は 20 件 程 度 の 増 加 と な っ て い る。
　 試 掘 ・ 確 認 調 査 は 民 間 事 業 に お い て 38 地 点、 公 共 事 業 で は 25 地 点 の 試 掘 ・ 確 認 調 査 を 実 施 し た。
民 間 事 業 で は 個 人 住 宅 や 宅 地 造 成、福 祉 施 設、畜 舎、土 砂 採 取 等 多 岐 に わ た り、公 共 事 業 で は 道 路 拡 幅、
農 業 基 盤 整 備 事 業 ( 土 層 改 良・天 地 返 し )、 公 有 地 売 却、 史 跡 範 囲 確 認 等 が 主 体 と な る。 こ れ ら の 試 掘・
確 認 調 査 の う ち、10 件 を 国 ・ 県 の 補 助 事 業 と し て 実 施 し た。
　 文 化 財 保 護 法 に 基 づ く 発 掘 届 出 ( 文 化 財 保 護 法 第 93 条 関 係。 以 後、法 と 略 記 ) は 39 件、発 掘 通 知 ( 法
第 94 条 関 係 ) は 15 件 を 宮 崎 県 教 育 委 員 会 へ 進 達 ・ 通 知 し た。 宮 崎 県 教 育 委 員 会 か ら の 通 知 内 訳 は、 記
録 保 存 の た め の 発 掘 調 査 3 件、 工 事 立 会 い 13 件、 慎 重 工 事 36 件、 事 後 提 出 に 対 す る 指 導 2 件 で あ る。
発 掘 調 査 に 関 し て は、 都 城 市 教 育 委 員 会 が 主 体 と な っ た 調 査 が 2 件、 宮 崎 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー が 主 体
と な っ た 調 査 が 2 件 （1 件 は 平 成 27 年 度 か ら の 継 続 事 業） で あ る。
　 菓 子 野 地 下 式 横 穴 墓 群 (1999-1 号 ) は、 平 成 11 年 8 月 に 耕 作 中 の 陥 没 に よ っ て 発 見 さ れ た 地 下 式 横
穴 墓 で あ る。 現 在 ま で 未 報 告 と な っ て い た が、 都 城 の 古 墳 時 代 を 考 え る 上 で 重 要 な 資 料 で あ る た め、 本
書 に て 合 わ せ て 概 要 を 報 告 す る。
　 調 査 組 織 は 次 の と お り で あ る。
　 調 査 主 体 　 都 城 市 教 育 委 員 会
　 　 　 教 育 長 　 　 　 黒 木 哲 德
　 　 　 教 育 部 長 　 　 児 玉 貞 雄
　 　 　 文 化 財 課 長 　 山 下 進 一 郎
　 　 　 副 課 長 　 　 　 武 田 浩 明
　 　 　 主 幹 　 　 　 　 桒 畑 光 博
　 　 　 調 査 担 当 　 　 桒 畑 光 博 　 栗 山 葉 子 　 近 沢 恒 典 　 山 下 大 輔 　 加 覧 淳 一 　 中 園 剛 史 　 原 栄 子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 外 山 亜 希 子 　 川 俣 唱 子
　 　 　 庶 務 　 　 　 　 畑 中 夏 奈

1．試掘・確認調査の概要

1）早田勉．2006．8.4 都城盆地とその周辺に分布するテフラ ( 火山灰 )．「都城市史　資料編　考古」：609-629．都城市．
2)　テフラの年代は 1) の暦年較正年代を用いている。
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2．枠外 ( 郡元一丁目・祝吉地区公民館 )
所  在  地　郡元一丁目 1-5 ほか
調査原因　祝吉地区公民館建設
調査期間　2016.5.17

調査面積　 　　20㎡
担  当  者　　　加覧淳一・近沢恒典
調査後の措置　記録保存

　 位 置 と 環 境 　 開 発 予 定 地 は 盆 地 底 南 部 に 広 が る 開 析
扇 状 地 面 ( 一 万 城 扇 状 地 ) の 北 縁 域 に 位 置 し て い る。
現 況 は 宅 地 で あ る。
　 周 辺 域 で は、1985 年 ～ 2001 年 に か け て 実 施 さ れ た
区 画 整 理 事 業 に 伴 う 発 掘 調 査 に て、 多 数 の 遺 跡 が 確 認
さ れ て い る。 開 発 予 定 地 の 北 に 隣 接 す る 「松 原 地 区 遺
跡 群 」( 縄 文 ・ 弥 生 ・ 古 墳 ・ 中 世 ・ 近 世 ) で は、 台 地
縁 部 を 中 心 に、 大 規 模 な 溝 状 遺 構 で 囲 ま れ た 中 世 か ら
近 世 に か け て の 屋 敷 地 が 確 認 さ れ て い る。 北 東 側 に 位
置 す る 「久 玉 遺 跡」( 縄 文 ・ 古 墳 ・ 中 世 ・ 近 世 ) で も、
台 地 縁 部 を 中 心 に、 同 時 期 の 屋 敷 跡 が 確 認 さ れ て い
る。 こ の よ う に、 区 画 整 理 事 業 に 伴 う 調 査 で は、 中 世
か ら 近 世 に か け て の 屋 敷 地 の 様 相 と そ の 変 遷 が 調 査 成
果 の 中 心 と な っ て い る が、 一 部 で は 縄 文 時 代 後 期、 古
墳 時 代 の 遺 構 ・ 遺 物 も 確 認 さ れ て い る 1)。
　 今 回 の 開 発 予 定 地 は 台 地 縁 部 で も や や 内 部 に 位 置 し
て お り、 台 地 縁 辺 を 主 体 と す る 遺 跡 の 広 が り を 確 認 す
る 上 で 貴 重 な 調 査 事 例 と な る と 考 え ら れ た。
　調査の結果　ト レ ン チ 5 箇 所 を 設 定 し、 重 機・人 力
に て 掘 り 下 げ、 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 表 土 (1 層 )、 褐 灰 色 砂 質 土 (2 層 )、
桜 島 文 明 軽 石 (3 層 )、 黒 褐 色 土 (4・5 層 )、 霧 島 御 池
軽 石 (6 層 )、 黒 色 土 (7 層 )、 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 (8・
9 層 ) と な る。5T で の み 6 層 以 下 の 調 査 を 実 施 し た が
9 層 に て 湧 水 し た た め、 掘 り 下 げ を 中 止 し た。
　 す べ て の ト レ ン チ に お い て、4 層 中 よ り 弥 生 土 器 片、
古 墳 時 代 土 師 器 片、 中 世 土 師 器 片 が 出 土 し、3T で は
鉄 鏃 片 が 出 土 し た。 遺 構 検 出 は 5 層 上 面 で 行 い、1T・
4T に て 柱 穴 3 基 を 検 出 し た。 埋 土 の 様 相 よ り 中 世 期
の 所 産 と 考 え ら れ た。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に は 弥 生 時 代 ・ 古 墳 時
代 ・ 中 世 の 遺 物 包 含 層 お よ び 中 世 の 建 物 跡 を 主 体 と す
る 遺 跡 が 良 好 な 状 態 で 残 存 し て い る 可 能 性 が 高 い と 判
断 し た。 こ の 結 果 に 基 づ き 「松 原 地 区 遺 跡 群」 の 範 囲

図 1． 調 査 区 位 置

図 2． ト レ ン チ 配 置

を 開 発 予 定 地 ま で 拡 大 し た。
　 ま た、 試 掘 調 査 に 基 づ く 協 議 の 結 果、 祝 吉 地 区 公 民 館 建 物 の 新 築 に 際 し 遺 跡 に 影 響 が 及 ぶ 範 囲 に お い
て、 記 録 保 存 を 目 的 と す る 発 掘 調 査 を 実 施 す る こ と と な っ た。

1）都城市．2006．「都城市史　資料編　考古」

過年度
調査地点

1T
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3T

4T

5T

40m 0

1/2000
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図 版 3.　4T（西 か ら） 図 版 4.　3T： 遺 物 出 土 状 況

図 版 2.　1T： ピ ッ ト 検 出 （西 か ら）図 版 1.　 全 景 （西 か ら）

図 3． ト レ ン チ 土 層 ・ 平 面
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1/60
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検出範囲

1　黒褐色粘質土(砂礫混，表土)
2　褐灰色砂質シルト(1㎝以下の白色軽石をまんべんなく含む)
3　白色軽石(桜島文明軽石)
4　黒褐色粘質シルト(5㎜以下の黄橙色軽石微量)
5　黒褐色粘質シルト(1㎝以下の黄橙色軽石多量)
6　黄橙色軽石(霧島御池軽石)
7　黒色粘質シルト
8　黄燈色粘質シルト(鬼界アカホヤ火山灰漸移層)
9　橙色シルト(鬼界アカホヤ火山灰)

A　黒褐色粘質土(P1)
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　位置と環境　開 発 予 定 地 は 中 世 城 郭 「都 城」 の 「取
添」曲 輪 と そ の 西 側 に 構 築 さ れ た「堀」部 分 に あ た る。

「 都 城 」 は 都 城 盆 地 南 西 部 に 広 が る シ ラ ス 台 地 ( 蓑 原
台 地 ) の 東 端 部 を 分 割 形 成 し た 中 世 城 郭 で あ り、 大 淀
川 を 背 後 に し た「本 丸」か ら 西 へ と 城 域 を 展 開 さ せ る。
都 城 盆 地 の 中 核 的 城 郭 で あ り、 北 郷 氏 の 拠 点 城 郭 と し
て 継 続 的 に 使 用 さ れ た。
　「取 添」は「本 丸」や「西 城」、「池 之 上 城」、「中 尾 之 城」
な ど の 中 核 部 を 見 下 ろ す 台 地 縁 部 を 直 線 的 な 堀 で 区 画
し て 形 成 さ れ た 曲 輪 で あ り、 八 巻 氏 の 各 曲 輪 分 類 1) で
は 「台 地 縁 グ ル ー プ」 に 分 類 さ れ る。 築 城 理 由 と し て

所  在  地　都島町 520-1
調査原因　住宅建設
調査期間　2016.5.26

調査面積　　　46㎡
担  当  者　　　近沢恒典・外山亜希子
調査後の措置　工事立会 ( 現状保存 )

3．都城跡 ( 取添 )

図 1． 調 査 区 位 置 ( 八 巻 孝 夫 19911) を 一 部 改 変 )

図 2． ト レ ン チ 配 置 ( 八 巻 孝 夫 19911) を 一 部 改 変 )

過年度
調査地点

1）八巻孝夫．2004．Ⅲ . 主要城館解説 _1. 都城跡．「都城市の中世城館 ( 改訂版 )」
：15-20．都城市教育委員会

開発予定地

1T

堀跡ライン
2T

3T

2011調査区

40m 0

1/1500
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図 3． ト レ ン チ 土 層 ・ 平 面 ／ 出 土 遺 物
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1/3

2T：西壁

3T：遺構平面

1T：遺構平面

3T：南壁

1T：南壁

M.N
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1/60

検出範囲

1　灰褐色砂質シルト(7㎜以下の黄橙色軽石・灰白色軽石含む)
2　黒色シルト(1㎜以下の黄橙色軽石ごくわずか)
3　黒褐色シルト(3㎜以下の黄橙色軽石を含む)
4　暗褐色シルト(霧島御池軽石漸移層)

堀埋土
ａ  灰黄褐色砂質土(灰褐色シルトブロック・5㎜以下の黄橙色軽石・2㎝大のアカホヤブロック含む)
ｂ  黒褐色砂質土(5㎜以下の黄橙色軽石・2㎝大のアカホヤブロック少量，灰白色軽石わずか)
ｃ  灰黄褐色砂質土(5㎜以下の黄橙色軽石含む)
ｄ  黒褐色シルト(5㎜以下の黄橙色軽石わずか)
ｅ  黒褐色シルト(1㎜以下の黄橙色軽石わずか)
ｆ  黒色シルト(1㎜以下の黄橙色軽石わずか)
ｇ  黒褐色シルト(1㎜以下の黄橙色軽石含む)
ｈ  黒～暗褐色砂質土(黄橙色軽石・白色軽石・黒色土ブロック含む)
ｉ  暗褐色砂質土(アカホヤブロック・褐色土ブロック・黄橙色軽石・白色軽石・砂利含む)
ｊ  黒褐色砂質土(1㎝以下の黄橙色軽石・白色軽石・アカホヤブロック・砂利含む)
ｋ  褐色砂質土(5㎝程度の砂利，アカホヤブロック・黄橙色軽石・白色軽石含む)
ｌ  黒褐色砂質土(5㎝以下のアカホヤブロック・褐色土ブロック・1㎝以下の黄橙色軽石・白色軽石含む)
ｍ  黒褐色～暗褐色砂質土(5㎝以下のアカホヤブロック・1㎝以下の黄橙色軽石・アカホヤ粒子含む)
ｎ  暗褐色砂質土(1㎝以下の黄橙色軽石・2㎝以下の黒色土ブロック・アカホヤ粒子含む)

ｏ  黒褐色シルト(黄橙色軽石含む，白色軽石が層状に含まれる)
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は、 城 内 を 見 下 ろ す 台 地 縁 部 が も た ら す 防 御 上 の 不 安 の 除 去 と 屋 敷 地 の 確 保 が 想 定 さ れ て い る。 ま た、
文 化・文 政 年 間 の 編 纂 資 料 で あ る 「庄 内 地 理 志」 2) に は 「取 添 城 　 伊 集 院 幸 侃 都 城 之 時 取 添 也」 と あ り、
伊 集 院 氏 が 都 城 を 支 配 し て い た 1595 年 ( 文 禄 4 年 ) ～ 1600 年 ( 慶 長 5 年 ) に 形 成 さ れ た も の と 考 え ら
れ て い る。1615 年 ( 元 和 元 年 ) の 状 況 を 示 す と さ れ る 古 絵 図 「竹 之 下 御 城 図」 で は 直 線 的 な 堀 と そ の 内
側 に 家 臣 団 の 名 が み え、 屋 敷 地 と し て 利 用 さ れ て い た こ と が わ か る。 　 　
　 周 辺 で は 2011 年、2010 年、2009 年 に 実 施 さ れ た 確 認 調 査 に て 堀 跡 が 確 認 さ れ、 そ の 走 方 向 が 推 定
さ れ て い る 3)。 現 況 は 平 坦 な 畑 地 で あ る。
　調査の結果　ト レ ン チ 3 箇 所 を 設 定 し、 重 機 ・ 人 力 に て 掘 り 下 げ、 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 現 耕 作 土 (1 層 )、黒 色 土 (2 層 )、黒 褐 色 土 (3 層 )、霧 島 御 池 軽 石 層 (4 層 )、堀 埋 土 (a ～ n 層 )
に 大 別 さ れ る。 い ず れ の ト レ ン チ で も 4 層 に て 遺 構 検 出 を 行 っ た。
　 １ ・3 Ｔ で は ト レ ン チ の 西 壁 に 沿 っ て、 大 規 模 な 掘 り 込 み が 確 認 さ れ た。2011 年 度 調 査 区 か ら 続 く
堀 と 考 え ら れ る。1T で は 中 位 に 一 段 の 狭 い 平 坦 面 が 観 察 さ れ、3T で は 現 地 表 面 か ら 深 さ 4 ｍ を 超 え た
が 底 面 を 検 出 す る こ と は で き な か っ た。3T の h 層 及 び m 層 よ り 中 世 青 磁 片 (1) が 出 土 し た。2T で は 遺 構・
遺 物 の 出 土 は 確 認 さ れ な か っ た。
　 以 上 の 結 果 よ り、開 発 予 定 地 に は 堀 が 確 認 さ れ た 西 側 部 分 を 中 心 に、現 地 表 面 よ り 40cm 以 下 に お い て、
中 世 の 遺 跡 が 良 好 な 状 態 で 残 存 し て い る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。 ま た、 今 回 の 調 査 に お い て 現 地 表 面
下 4 ｍ ま で 掘 り 下 げ て も 堀 の 底 面 が 確 認 で き な か っ た 点 か ら は、 こ の 堀 が そ れ 以 上 の 深 さ を 持 つ 非 常 に
大 規 模 な 構 造 で あ っ た 可 能 性 が 考 え ら れ た。

図 版 1.　3T： 堀 （北 か ら）

2）都城市．2003．「都城市史　資料編　近世 3」
3）都城市教育委員会．2012．「都城市内遺跡 5」

図 版 3.　1T： 堀 底 部 付 近 （南 壁 土 層）

図 版 2.　3T： ト レ ン チ 底 部 付 近 （南 壁 土 層）
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　 位 置 と 環 境 　 開 発 予 定 地 は 盆 地 北 東 部、 大 淀 川 と 東
岳 川 の 合 流 点 の や や 北 に 位 置 す る シ ラ ス 台 地 面 ( 高 城
台 地 ) の 東 南 縁 部 に 立 地 し て い る。 周 辺 に は 宮 崎 県 指
定 史 跡 高 城 町 古 墳 と し て 前 方 後 円 墳 3 基、円 墳 10 基、
未 指 定 円 墳 1 基 が 展 開 し て い る。 ま た、 過 去 の 調 査 に
よ り 地 下 式 横 穴 墓 18 基、 箱 式 石 棺 墓 7 基、 木 棺 直 葬
墓 1 基、 土 坑 墓 4 基 が 検 出 さ れ、 多 様 な 墓 制 の 展 開
が 確 認 さ れ て い る 1),2)。
　 開 発 予 定 地 は 前 方 後 円 墳 で あ る 指 定 古 墳 (3 号 ) の
東 側 に 隣 接 し て い る。 周 辺 域 に は 複 数 棟 の 畜 舎 が 建 ち
並 び、 そ の う ち の 古 墳 に 最 も 近 い 1 棟 の 増 築 計 画 が 今
回 の 調 査 起 因 で あ る。
　調査の結果　 建 物 の 柱 設 置 予 定 地 部 分 を 中 心 に ト レ
ン チ 15 箇 所 を 設 定 し、 人 力 に て 掘 り 下 げ、 地 下 の 状
況 を 確 認 し た。

4．高城牧ノ原遺跡群
所  在  地　高城町大井手 3564
調査原因　畜舎増築
調査期間　2016.7.25

調査面積　　　21.6㎡
担  当  者　　　中園剛史・山下大輔
調査後の措置　慎重工事

図 1． 調 査 区 位 置

図 2． ト レ ン チ 配 置

1）高城町教育委員会．2005．「牧ノ原遺跡群」
2）都城市教育委員会．2009．「市内遺跡 2」
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図 3． ト レ ン チ 土 層
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図 版 3.　12T（東 か ら） 図 版 4.　 全 景 ： 奥 が 3 号 墳

図 版 2.　3T（南 か ら）図 版 1.　1T（西 か ら）

　 基 本 的 な 層 序 は 造 成 土 (1 層 )、 黒 褐 色 土 (2 層 )、 霧 島 御 池 軽 石 (3 層 ) に 大 別 さ れ る。 掘 り 下 げ は 3 層
上 面 も し く は 柱 設 置 に よ っ て 影 響 を 受 け る 深 度 に と ど め た。 ま た、 開 発 予 定 地 の 東 側 4 分 の 1 程 度 は、
既 に 3 層 が 露 出 し て い た。
　3 Ｔ 以 外 の ト レ ン チ で は 1 層 直 下 が 3 層 と な り、3 層 の 上 位 が 削 平 さ れ て い る 状 況 が う か が え た。
5T・1 層 に て 須 恵 器 片 が 出 土 し た ほ か は、 い ず れ の ト レ ン チ で も 遺 物 の 出 土 は な く、3 層 が 露 出 し て い
る 東 側 を 含 め、 明 確 な 遺 構 は 確 認 さ れ な か っ た。3T で は 2 層 の 堆 積 が 観 察 さ れ、 そ れ が さ ら に 下 位 へ
と 続 く 状 況 が 推 測 さ れ た。 墳 丘 に 最 も 近 い 部 分 で あ り、 周 溝 の 可 能 性 も 考 え ら れ た が、 全 体 地 形 が 同 じ
方 向 へ 向 か っ て 緩 や か に 傾 斜 し て い る 点 も あ り、 周 溝 と の 断 定 は で き て い な い。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 の 大 部 分 は 3 層 ま で 削 平 を 受 け て お り、 良 好 な 遺 跡 が 残 存 し て い る 可 能
性 は 低 い と 判 断 し た。
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5．宮崎県指定史跡高城町古墳 (7 号 ) ／高城牧ノ原遺跡群
所  在  地　高城町大井手 3445
調査原因　太陽光発電施設建設
調査期間　2016.8.17-18

調査面積　　　50㎡
担  当  者　　　山下大輔・川俣唱子
調査後の措置　工事立会 ( 現状保存 )

　 位 置 と 環 境 　 開 発 予 定 地 は 盆 地 北 東 部、 大 淀 川 と 東
岳 川 の 合 流 点 の や や 北 に 位 置 す る シ ラ ス 台 地 面 ( 高 城
台 地 ) に あ り、 台 地 を 東 西 に 二 分 す る 谷 地 形 に 面 し た
台 地 縁 部 に 立 地 し て い る。 周 辺 に は 宮 崎 県 指 定 史 跡 高
城 町 古 墳 と し て 前 方 後 円 墳 3 基、 円 墳 10 基、 未 指 定
円 墳 1 基 が 展 開 し て い る。 ま た、 過 去 の 調 査 に よ り 地
下 式 横 穴 墓 18 基、箱 式 石 棺 墓 7 基、木 棺 直 葬 墓 1 基、
土 坑 墓 4 基 が 検 出 さ れ、 多 様 な 墓 制 の 展 開 が 確 認 さ れ
て い る 1),2)。
　 開 発 予 定 地 は 円 墳 で あ る 指 定 古 墳 (7 号 ) の 北 ～ 東
側 に 隣 接 し て い る。 道 を 挟 ん だ 南 側 に あ る 6 号 墳 で は
農 道 建 設 に 伴 う 調 査 で 箱 式 石 棺 1 基 (2009 年 )、8 号
墳 で は 削 平 ・ 攪 乱 が 進 行 し て い た も の の、 浅 い 周 溝 の
残 存 が 確 認 さ れ て い る (2011 年 )。
　調査の結果　ト レ ン チ 7 箇 所 を 設 定 し、 重 機・人 力

図 1． 調 査 区 位 置

図 2． ト レ ン チ 配 置
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1）高城町教育委員会．2005．「牧ノ原遺跡群」
2）都城市教育委員会．2009．「市内遺跡 2」
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図 3． ト レ ン チ 土 層 ・ 平 面

1a　灰褐色砂質土(白色軽石多量，固くしまる，表土)
1b　1a層＋黄橙色軽石ブロック(造成土)
2　黒褐色粘質シルト(黄橙色軽石をまばらに含む)
3　黒褐色粘質シルト(黄橙色軽石多量)
4　黄橙色軽石(霧島御池軽石)

SX1　b-b’
①・③・⑤・⑦　黄橙色軽石ブロック
②・④　黒色粘質土(黄橙色軽石ブロックをまばらに含む)
⑥　黒色粘質土

SX2
①　黒色砂質土(2㎝程の黄橙色軽石多量)
②　①層+黄橙色軽石ブロック

SC1
①　2層
②　2層より黄橙色軽石を多く含む
③　2層+黄橙色軽石ブロック

SD2
①　褐灰色砂質シルト(2㎝程の黄橙色軽石多量)

SD3
①　黒褐色砂質シルト(1㎝程の黄橙色軽石を多く含みルーズ)

P1
①　黒褐色砂質土(黄橙色軽石を多く含みルーズ)

SD1
①　黒褐色砂質シルト(2㎝程の黄橙色軽石多量)
②　①層より黄橙色軽石を多く含む

SX1
①　黒褐色砂質シルト(2㎝程の黄橙色軽石多量)
②　①層より黄橙色軽石を多く含み固くしまる
③　黄橙色軽石ブロック＋②層

SX1　a-a’
①　黄橙色軽石(霧島御池軽石の2次堆積)
②　黒色土ブロック
③　黄橙色軽石 (霧島御池軽石の 2次堆積 )
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に て 掘 り 下 げ、 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 表 土 ・ 造 成 土 (1 層 )、 黒 褐 色 土 (2・3 層 )、 霧 島 御 池 軽 石 (4 層 ) に 大 別 さ れ る。 全 体
的 に 削 平 が 進 行 し て お り、1T・2T・7T で は 1 層 直 下 が 4 層 と な っ て い た。
　 遺 物 包 含 層 で あ る 2・3 層 が 残 存 し て い た 4 ～ 6T で は、4T・3 層 に て 黒 曜 石 片、5T に て 古 墳 時 代 土
師 器 小 片 が 出 土 し た。
　 遺 構 検 出 は 4 層 に て 行 っ た。1T で は 溝 状 遺 構 3 条 (SD1 ～ 3)、2T で は 溝 状 遺 構 1 条 (SD1) と 地 下 式 横
穴 墓 と 考 え ら れ る 遺 構 (SX1) が 確 認 さ れ、3T で も 同 様 の 遺 構 (SX2) が 検 出 さ れ た。ま た、5T で は 土 坑 (SC1)、
柱 穴 (P1) を 検 出 し た。
　SD1 は 現 存 幅 0.8 ～ 1.6m・ 検 出 面 か ら の 深 さ 0.3 ～ 0.4m と 比 較 的 し っ か り と し た 掘 り 込 み を も つ 点、
1T の 検 出 面 に て 古 墳 時 代 土 師 器 小 片 が 出 土 し た 点、墳 丘 を 取 り 巻 く 位 置 関 係 よ り、7 号 墳 の 周 溝 で あ っ
た 可 能 性 が 高 い。SD2・3 は 遺 構 に 伴 う 遺 物 の 出 土 は な く、 帰 属 時 期 は 不 明 で あ る。
　SX1 は 南 西 側 の 台 形 状 の 平 面 形 を し た 掘 り 込 み に、 北 東 側 の 楕 円 形 状 の 掘 り 込 み が 接 続 し た よ う な 平
面 形 態 を し て お り、 地 下 式 横 穴 墓 と 考 え ら れ る。 南 西 側 の 掘 り 込 み は、 平 面 形 態 や 平 坦 な 床 面、 霧 島 御
池 軽 石 ブ ロ ッ ク が 混 じ る 埋 土 よ り 竪 坑、 一 段 下 が る 北 東 側 が 玄 室 と 捉 え ら れ る。 ま た、 竪 坑 土 層 a-a' の
中 位 に み ら れ る 黒 色 土 ブ ロ ッ ク ( ② 層 ) は、 位 置 関 係 よ り 羨 門 閉 塞 に 使 用 さ れ た 黒 色 土 ブ ロ ッ ク の 端 部
と 推 測 さ れ た。 玄 室 天 井 は 崩 落 し て い た。SX1 は 遺 構 の 一 部 の 調 査 に 留 ま る が、 構 築 深 度 が 浅 く、 小 型
で や や 不 整 な 平 面 形 態、 土 塊 と 推 測 さ れ る 閉 塞、 霧 島 御 池 軽 石 主 体 の 竪 坑 埋 土 等、 周 辺 域 で の 調 査 事 例
と の 共 通 性 が 高 い 1)。SX2 は 平 坦 な 床 面 や 埋 土 の 様 相 よ り 竪 坑 の 一 部 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ た。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に は 7 号 墳 を 中 心 に 周 溝・地 下 式 横 穴 墓 等 で 構 成 さ れ る 古 墳 時 代 の 遺 跡
が 存 在 し て い る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。

図 版 1.　1T： 検 出 状 況 （西 か ら） 図 版 2.　1T：SD1・2（南 か ら）

図 版 3.　1T：SD3（南 か ら） 図 版 4.　2T： 検 出 状 況 （東 か ら）

1）高城町教育委員会．2005．「牧ノ原遺跡群」
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図 版 7.　3T：SX2（北 西 か ら） 図 版 8.　5T：SC1・P2（南 か ら）

図 版 9.　 調 査 前 （北 東 か ら） 図 版 10.　 調 査 後 （北 東 か ら）

図 版 11.　 作 業 状 況 図 版 12.　 重 機 使 用 状 況

図 版 5.　2T：SX1（西 か ら） 図 版 6.　2T：SD1（北 東 か ら）
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　 位 置 と 環 境 　 大 島 畠 田 遺 跡 は 都 城 盆 地 の ほ ぼ 中 央 に
広 が る 開 析 扇 状 地 面 ( 高 木 原 扇 状 地 ) の 西 端 部、 扇 状
地 面 に 三 方 を 囲 ま れ た 入 り 江 状 の 沖 積 低 地 面 に 立 地 し
て い る。西 側 に 広 が る 大 淀 川 の 氾 濫 原 面 ( 沖 積 低 地 面 )
と の 比 高 差 は 約 1.5 ｍ で あ る。 現 地 形 は ほ ぼ 平 坦 で あ
る が、 扇 状 地 面 と 接 続 す る 北 側 か ら 遺 跡 南 端 部 の 浅 い
谷 地 形 へ 向 け て 緩 や か に 下 る。
　 遺 跡 の 主 体 は 平 安 時 代 中 期 の 有 力 者 居 宅 跡 で あ り、
大 型 掘 立 柱 建 物 跡 や 門 跡、 池 状 遺 構、 柵 列 等 で 構 成 さ
れ る。 当 該 期 の 居 宅 跡 の 全 容 が 把 握 で き る 全 国 的 に も
稀 有 な 遺 跡 で あ り、 国 指 定 史 跡 (2002 年 指 定 ) と な っ
て い る。1999 年 に 行 わ れ た 「 ほ 場 整 備 事 業 」 に 伴 う
発 掘 調 査 1),3) の 後、2000 年 2)、2011 年 4)、2012 年 4)

に 範 囲 確 認 等 を 目 的 と し た 数 次 に わ た る 確 認 調 査 が 実
施 さ れ て い る。
　 基 本 層 序 は 次 の よ う に ま と め ら れ て い る 4)。1 層 ：
霧 島 新 燃 岳 平 成 テ フ ラ、2 層 ： 本 調 査 (1999) の 埋 戻 し
土、3 層 ： シ ラ ス ( 遺 構 保 護 層 )、4 層 ： 現 代 水 田 耕 作
土、5 層 ： 昭 和 耕 地 整 理 時 盛 土、6 層 ： 旧 耕 作 土、7
層 ： 灰 色 砂 質 シ ル ト ( 白 色 軽 石 多 く 含 む )、8 層 ： 白
色 軽 石 ( 桜 島 文 明 軽 石 )、9 層 ： 灰 色 系 粘 土 質 シ ル ト ・
シ ル ト ( 中 世 遺 物 包 含 層 )、10 層 ： 灰 白 色 ～ オ リ ー ブ

6．大島畠田遺跡
所  在  地　金田町 970 ほか
調査原因　公園整備 ( 公衆トイレ )
調査期間　2016.8.22-29

調査面積　　　20㎡
担  当  者　　　原栄子・川俣唱子
調査後の措置　慎重工事

図 1． 調 査 区 位 置

黒 色 砂 質 シ ル ト ・ 砂 ・ 礫 混 じ り 砂 ( 平 安 時 代 末 ～ 中 世 初 頭 洪 水 堆 積 物 )、11 層 ： 黄 灰 色 ・ 暗 灰 黄 色 粘 土
質 シ ル ト ( 平 安 時 代 遺 物 包 含 層 )、12 層 ： オ リ ー ブ 褐 色 粘 土 質 シ ル ト ・ 灰 黄 色 粘 土 質 シ ル ト ・ 黄 褐 色 粘
土 質 シ ル ト ・ シ ル ト ・ 砂 ・ 黄 色 軽 石 ( 平 安 時 代 遺 構 検 出 面 )、13 層 ： 砂 混 じ り 礫 層。
　 今 回 の 調 査 区 周 辺 は 「居 宅 跡 南 側 の 浅 い 谷 (D エ リ ア )」 で 「埋 没 旧 河 道 推 定 ラ イ ン」 内 に あ た り、 居
宅 跡 造 営 期 は 洪 水 ・ 氾 濫 の 影 響 下 に あ っ た と 推 定 さ れ て い る 4)。
　 調 査 の 結 果 　 浄 化 槽 設 置 部 分 の ほ ぼ 全 域 に ト レ ン チ を 設 定 し、 重 機 に て 表 土 を 除 去 し た の ち、 人 力 に
て 掘 り 下 げ、 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 層 序 は 本 調 査 時 の 埋 戻 し 土 (1 層 ≒ 基 本 層 序 2 層 ( 以 下、 基 本 ○ 層 と 略 記 ))、 近 現 代 の 水 田 層 (2 ～ 6
層 ≒ 基 本 4 ～ 6 層 )、桜 島 文 明 軽 石 (7 層 ≒ 基 本 8 層 )、桜 島 文 明 軽 石 以 前 の 水 田 層 (8・9 層 ≒ 基 本 9 層 ?)、
洪 水 堆 積 層 と 泥 炭 質 な 黒 褐 色 シ ル ト 及 び 暗 褐 色 シ ル ト の 互 層 (10 ～ 16 層 ≒ 基 本 10 ～ 12 層 ?) に 大 別 さ
れ る。
　11 層 ( ≒ 基 本 11 層 ?) に て 平 安 時 代 の 土 師 器 小 片 (1・2) が 出 土 し た た め、12 層 上 面 で 遺 構 検 出 を 実
施 し た が、 明 確 な 遺 構 は 確 認 さ れ な か っ た。1 は 底 部 が 円 盤 高 台 状 と な る 坏 で あ り、 大 島 畠 田 遺 跡 分 類
の 坏 Ⅶ 類 に あ た る 3)。2 は 高 台 内 に 放 射 状 の 圧 痕 を も つ埦で あ る。 高 台 内 に 放 射 状 の 圧 痕 を 施 し た 後、

200m 0

1/10000

開発予定地

過年度
調査地点

1）宮崎県埋蔵文化財センター．2000．「大島畠田遺跡 - 農業用地整備事業「都城区域」区画整理に伴う発掘調査概要報告書 -」
2）都城市教育委員会．2000．「大島畠田遺跡」
3）宮崎県埋蔵文化財センター．2008．「国指定史跡 大島畠田遺跡」
4）都城市教育委員会．2013．「国指定史跡 大島畠田遺跡 平成 23・24 年度確認調査報告書」
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図 2． ト レ ン チ 配 置
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ｂ・ｄ・ｅ：平成11年本発掘調査時の基準杭
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2016-1T

高 台 に 沿 っ て 強 い 指 ナ デ の 痕 跡 が 一 周 す る。 い ず れ も 9 世 紀 後 半 か ら 10 世 紀 初 頭 の 在 地 土 師 器 と 考 え
ら れ、 大 島 畠 田 遺 跡 が 居 宅 地 と し て 機 能 し て い た 時 期 の 遺 物 と 捉 え ら れ る。12 層 以 下 は 遺 物 の 出 土 は
な く、 平 安 時 代 以 前 の 形 成 層 と 把 握 さ れ た。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に は 密 度 の 薄 い 平 安 時 代 の 遺 物 包 含 層 は 存 在 す る も の の、 居 宅 跡 に 伴 う
明 確 な 遺 構 が 存 在 す る 可 能 性 は 低 い と 考 え ら れ た。 ま た、 今 回 の 調 査 地 点 で は 河 川 氾 濫 起 源 の シ ル ト 層
は 観 察 さ れ た も の の、 礫 層 等 は み ら れ ず、 河 川 流 路 本 体 と は や や 距 離 が あ っ た 可 能 性 も 考 え ら れ た。
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図 3． ト レ ン チ 土 層 ・ 平 面

図 4． 出 土 遺 物

図 版 1.　 重 機 使 用 状 況 ( 表 土 掘 削 ) 図 版 2.　 シ ラ ス を 用 い た 埋 戻 し
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図 版 5.　12 層 上 面 ( 南 西 か ら ) 図 版 6.　 完 掘 （南 か ら）

図 版 9.　 土 層 ( 北 壁 ・ 上 層 ) 図 版 10.　 土 層 ( 北 壁 ・ 下 層 )

図 版 4.　 遠 景 ( 北 西 か ら )図 版 3.　 作 業 状 況

図 版 7.　 完 掘 ( 南 東 か ら ) 図 版 8.　 土 層 ( 北 壁 )
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　 位 置 と 環 境 　 開 発 予 定 地 は 盆 地 南 部、 梅 北 川 流 域 に
展 開 す る シ ラ ス 台 地 ・ 成 層 シ ラ ス 台 地 群 ( 梅 北 台 地 )
の 南 部 域 に あ り、 梅 北 川 と 床 丸 川 の 合 流 点 の や や 南、
両 河 川 に 挟 ま れ た 成 層 シ ラ ス 台 地 面 に 立 地 し て い る。
北 側 に は 床 丸 川 へ 続 く 谷 地 形 が 形 成 さ れ、 開 発 予 定 地
は そ の 谷 頭 付 近 に あ た る。 現 況 は 畑 地 で あ る。
　 周 辺 域 で は 道 路 事 業 な ど に 伴 い、 確 認 調 査 ・ 本 発 掘
調 査 が 数 多 く 実 施 さ れ て お り、 そ の 多 く で 良 好 な 遺 跡
の 存 在 が 確 認 さ れ て い る。 　
　調査の結果　 ト レ ン チ 3 箇 所 を 設 定 し、 人 力 に て 掘
り 下 げ、 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 表 土・造 成 土 (1・2 層 )、 黒 褐 色 土 (3
層 )、霧 島 御 池 軽 石 (4 層 )、鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 (5・6 層 )、
桜 島 11 火 山 灰 (7 層 )、 暗 褐 色 ～ 黒 褐 色 土 (8・9 層 ) に
大 別 さ れ る。
　1T で は ピ ッ ト 2 基 が 確 認 さ れ た。P1 は 7 層 下 位、
P2 は 6 層 上 面 の 検 出 だ が、 埋 土 の 様 相 か ら 4 層 よ り
上 か ら 掘 り 込 ま れ た 遺 構 と 考 え ら れ た。 遺 物 は 出 土 し
て い な い。2・3T で は 厚 い 造 成 土 層 が 確 認 さ れ た。 地
元 の 人 の 話 で は、 昭 和 30 年 代 に 2 ｍ 以 上 の 盛 土 を し
て 畑 を 造 成 し た と の こ と で あ り、 こ の 造 成 土 層 は そ の
際 の 形 成 層 と 推 定 さ れ た。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に は 1T 付 近 に お い て
の み、 遺 跡 が 残 存 し て い る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。

7．中床丸遺跡
所  在  地　梅北町 ( 市道高見堂・豊満線 )
調査原因　道路拡幅
調査期間　2016.10.26

調査面積　　　8㎡
担  当  者　　　近沢恒典・川俣唱子
調査後の措置　協議中

図 1． 調 査 区 位 置

図 3． ト レ ン チ 土 層 ・ 平 面

図 2． ト レ ン チ 配 置

1T2T
3T

40m 0

1/2000
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調査の経緯と経過
　 平 成 11 年 8 月、 宮 崎 県 都 城 市 菓 子 野 町 9579 番 １ に 所 在 す る 畑 の 耕 作 中 に 地 面 の 陥 没 が 起 こ り、 畑
の 地 下 に 空 洞 が 見 つ か っ た と の 通 報 が 地 権 者 か ら 都 城 市 教 育 委 員 会 に も た ら さ れ た。 都 城 市 教 育 委 員 会
文 化 課 ( 当 時 ) 職 員 が 現 地 を 実 見 し た と こ ろ、 地 下 式 横 穴 墓 の 天 井 部 の 崩 落 に よ る も の と 判 断 さ れ た た
め、 平 成 11 年 9 月 1 日 か ら 同 課 が 緊 急 の 発 掘 調 査 を 実 施 す る こ と に な っ た。 現 場 で の 発 掘 調 査 は、 平
成 11 年 9 月 14 日 ま で 行 っ た。 実 掘 面 積 は 約 13.5㎡ で あ る。 そ の 後 の 整 理 作 業 は 文 化 課 （ 当 時、 市 立
図 書 館 3 階 整 理 作 業 室 ） で 行 い、 報 告 書 の 執 筆 ・ 編 集 作 業 は 平 成 28 年 度 に 実 施 し た。 平 成 11 年 度 の
人 骨 の 取 り 上 げ と 形 質 に 関 す る 報 告 は 松 下 孝 幸 氏 に 依 頼 し、 人 骨 の 歯 冠 計 測 分 析 に つ い て は、 九 州 大 学
比 較 社 会 文 化 研 究 院 の 舟 橋 京 子 氏 に 依 頼 し た。

調査の方法と概要
　 陥 没 孔 を 手 が か り と し て 竪 坑 検 出 の た め の ト レ ン チ を 入 れ て 竪 坑 の 範 囲 を 確 認 し た 後、 埋 土 を 半 裁 し

8．菓子野地下式横穴墓群 (1999-1 号 )
所  在  地　菓子野町 9579-1
調査原因　自然崩壊
調査期間　1999.9.1-14

調査面積　13.5㎡
担  当  者　矢部喜多夫 ( 調査 )
　　　　　桒畑光博 ( 調査・報告 )

図 1． 調 査 区 位 置 1

図 2． 調 査 区 位 置 2
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た。 そ の 際、 竪 坑 埋 土 上 層 に は 土 器 片 （須 恵 器
片 含 む） が 散 布 し、 竪 坑 南 端 部 の 階 段 状 の 段 か
ら は 刀 子 1 点 （4） が 見 つ か っ た。 茎 に は 把 の
木 質 が 残 存 し て い る。 埋 土 中 位 か ら 脚 部 が 打 ち
欠 か れ た 高 坏 （2） が 口 縁 部 を 上 方 に 向 け て 据
え ら れ た 状 態 で 検 出 さ れ た。 こ の 高 坏 は 埋 土 上
層 で 出 土 し た 破 片 と 接 合 し た。 埋 土 断 面 の 記 録
を と っ た 後、 竪 坑 を 完 掘 す る と、 竪 坑 南 西 壁 面
上 部 に 緩 い 階 段 状 の 平 坦 面 が 2 段 確 認 さ れ た。
そ の 後、 竪 坑 北 東 壁 際 の 中 位 に 現 れ た 閉 塞 石 の
調 査 を 行 っ た。 閉 塞 石 は す べ て 軽 石 礫 で、 玄 門
の 上 半 分 に 積 み 上 げ ら れ て い た。 今 回 の 調 査 原
因 と な っ た 陥 没 孔 は こ の 閉 塞 石 の 上 部 か ら 玄 門
に か け て 崩 落 し た も の で あ る こ と が 判 明 し た。
羨 道 内 の 堆 積 土 の 調 査 中、 そ の
中 ほ ど か ら 遺 存 状 態 の 悪 い 木 質
遺 物 が 出 土 し た が、 性 格 は 不 明
で あ る。 竪 坑 埋 土 と 羨 道 内 堆 積
土 の 観 察 の 結 果 を 総 合 す る と、
3 回 以 上 に わ た る 掘 り な お し の
痕 跡 を 認 め る こ と が で き た。 玄
室 内 部 に は 玄 室 東 側 の 奥 壁 に 近
い 位 置 に 人 骨 が あ り、 そ の 南 側
の 空 間 か ら 羨 道 部 に か け て 特 殊
な 形 態 を し た 台 付 き の 複 合 口 縁
壷（1）が 割 れ た 状 態 で 見 つ か っ
た。 表 面 に は か す か に 赤 色 顔 料
が 認 め ら れ る。 こ の 壷 は、 埋 土
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土層：F-F’

148.8m

木質遺物

147.5ｍ

①

③

②
② ②③

③④
③

③

④’
⑤

追葬時床面

←追々葬時床面
最終祭祀時床面

陥没孔

G G’

土層：G-G’

←

←

1a　灰色かかった黒褐色砂質シルト
1b　黒色砂質シルト
2a　黒色粘質シルト(1㎝以下の黄色軽石含む)
2b　黒色シルト(2㎝以下の黄色軽石多く含む)
3a　黒褐色砂質シルト(2㎝以下の黄色軽石多く含む)

①　黒色シルト(2㎝以下の黄色軽石含む)＝2b層
②　黒褐色砂質シルト(2㎝以下の黄色軽石含む)
③　2㎝以下の黄色軽石
④　褐濁した2㎝以下の黄色軽石＝3b層
⑤　2㎝以下の黄色軽石(かたくしまる)
1a　灰色かかった黒褐色砂質シルト
1b　灰黒色砂質シルト
2a　黒色粘質シルト(1㎝以下の黄色軽石含む)
2b　黒色シルト(2㎝以下の黄色軽石多く含む)
3a　黒褐色砂質シルト(2㎝以下の黄色軽石多く含む)
3b　褐濁した2㎝以下の黄色軽石
4　  霧島御池軽石

①　黒色シルト(2㎝以下の黄色軽石含む)＝2b層
②　黒褐色砂質シルト(2㎝以下の黄色軽石多く含む)
③　2㎝以下の黄色軽石
④　褐濁した軽石
④’  ④と同質だが、かたくしまる
⑤　2㎝以下の黄色軽石(かたくしまる)

図 3． ト レ ン チ 設 定 及 び 土 層 断 面
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閉塞石 (軽石礫)
高坏 (2) 
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複合口縁壷(1)

鉄剣 (6)鉄鏃

●　複合口縁壷 (1)
■　高坏 (2)
▲　刀子 (4)

図 4． 遺 構 平 面 及 び 見 通 し
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上 層 で 出 土 し た 破 片 と 接 合 し た。 玄 室 天 井 部 の 崩 落 土 を 取 り 除 き な が ら、 人 骨 の 検 出 と そ れ に 伴 う 副 葬
品 の 調 査 を 行 っ た。 最 初 に 玄 室 の 中 央 付 近 で 保 存 状 態 の 悪 い 人 骨 （3 号 人 骨） が 見 つ か り、そ の 下 か ら、
頭 を 南 東 方 向 に 向 け た 比 較 的 保 存 状 態 の よ い 人 骨 （2 号 人 骨） を 検 出 し、 玄 室 の 奥 壁 よ り に や は り 頭 を
南 東 方 向 に 向 け た 保 存 状 態 の よ い 人 骨 （1 号 人 骨） を 検 出 し た。 人 骨 の 実 測 と 取 上 げ の 後、 玄 室 奥 壁 沿
い に 鉄 剣 1 点 （6）、 鉄 鏃 17 点 （7 ～ 23）、 刀 子 1 点 （5） が 検 出 さ れ た。 鉄 剣 に は、 鞘 の 木 質 が 残 っ て
お り、 樹 皮 が 巻 か れ て い る。 茎 に は 目 釘 穴 が 2 箇 所 観 察 さ れ る。 鉄 鏃 は 腐 食 に よ っ て 銹 着 し て お り、 取
り 上 げ 時 に は 表 面 に 断 片 的 な 布 の 付 着 が 認 め ら れ た。 大 半 の 鉄 鏃 は 矢 柄 が 残 存 し て お り、 樹 皮 巻 き も 観
察 さ れ る。 鉄 鏃 の 形 態 は、 圭 頭 式 が 4 点 （7 ～ 10）、 い わ ゆ る 長 頸 鏃 が 13 点 （11 ～ 23） で あ る。 こ れ
ら は 1 号 人 骨 埋 葬 時 の 副 葬 品 と 考 え ら れ る。 調 査 時 の 所 見 で は、1 号 人 骨 が 初 葬、 そ の 次 に 2 号 人 骨 の
埋 葬、 最 後 に 2 号 人 骨 を 奥 壁 側 に 寄 せ た 後 3 号 人 骨 の 埋 葬 と い う 順 番 が 推 察 さ れ た。3 号 人 骨 は 遺 体 埋
葬 後、あ る 程 度 時 間 を お い て か ら 意 図 的 に 乱 さ れ た 状 態 だ っ た。 ま た、破 片 が ば ら ば ら に な っ て 見 つ か っ
た 複 合 口 縁 壷 １ 点 と 竪 坑 中 位 で 見 つ か っ た 高 坏 1 点 は、1 号 人 骨 埋 葬 時 の 供 献 品 の 可 能 性 も あ る が、 壷
は 最 終 埋 葬 者 で あ る 3 号 人 骨 を 乱 し た 後 に 破 砕 さ れ て 玄 室・羨 道・竪 坑 埋 土 に 撒 か れ た も の と 思 わ れ る。
高 坏 は 脚 部 を 打 ち 欠 い て 竪 坑 埋 土 中 位 に 埋 納 さ れ た と 推 定 さ れ る。 壷 の 形 態 は 他 に 類 例 が な い が、 高
坏 の 形 態 は、 近 沢 恒 典 氏 に よ る 都 城 盆 地 の 古 墳 時 代 土 器 編 年 の 甕 2f 段 階 1) に 該 当 す る と 思 わ れ る の で、
６ 世 紀 前 半 に 位 置 づ け ら れ る と 考 え ら れ る。
　 竪 坑 の 平 面 プ ラ ン は、 長 軸 約 2.72 ｍ、 短 軸 約 2.36 ｍ の 隅 丸 方 形 で、 検 出 面 か ら の 深 さ 約 2.34 ｍ で あ
る。 羨 道 は 幅 約 1.6 ｍ、 高 さ 約 1.1m で あ る。 玄 室 の 平 面 プ ラ ン は、 長 軸 約 2.15 ｍ、 短 軸 約 1.24 ｍ の 奥
壁 側 が 広 く な る 略 台 形 で、 い わ ゆ る 平 入 り の 形 態 と な る。 ま た。 奥 壁 の 壁 面 に は 長 さ 0.9 ｍ、 幅 0.1 ｍ
の 棚 状 の 段 が 設 け ら れ て い た。

1）近沢恒典．2016．「都城盆地の古墳時代の土器」．『宮崎県央地域の考古資料に関する編年的研究Ⅱ』．宮崎考古学会
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図 5． 人 骨 及 び 副 葬 品 出 土 状 況
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図 6． 出 土 遺 物 1
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図 7． 出 土 遺 物 2
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図 版 3.　 閉 塞 石 ・ 高 坏 出 土 状 況 図 版 4.　 羨 道 土 層 断 面

図 版 7.　 鉄 剣 ・ 鉄 鏃 ・ 刀 子 出 土 状 況 図 版 8.　 出 土 遺 物

図 版 2.　 竪 坑 埋 土 上 層 刀 子 出 土 状 況図 版 1.　 竪 坑 上 面 遺 物 出 土 状 況

図 版 5.　 玄 室 内 全 景 図 版 6.　 人 骨 ・ 複 合 口 縁 壺 出 土 状 況
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　 菓 子 野 地 下 式 横 穴 墓 群 1999-1 号 墓、2000-1 号 墓、2001-1 号 墓 の 調 査 で は 松 下 孝 幸 氏 に 人 骨 の 取 り 上
げ 及 び 形 質 に 関 す る 報 告 を い た だ い た。 本 報 告 書 に お い て は、 紙 数 の 関 係 よ り、1991-1 号 墓 出 土 人 骨
の 報 告 に つ い て 掲 載 す る。

はじめに　
　 宮 崎 県 都 城 市 菓 子 野 町 は 下 水 流 町 と と も に 地 下 式 横 穴 が 密 集 す る 地 域 と し て 知 ら れ て お り、 前 者 は 菓
子 野 地 下 式 横 穴 墓 群 と、 後 者 は 築 池 地 下 式 横 穴 墓 群 と 呼 称 さ れ て い る。 菓 子 野 地 下 式 横 穴 墓 群 か ら 出 土
し た 人 骨 に 関 し て は、1980( 昭 和 55) 年 と 1982( 昭 和 57) 年 に 出 土 し た 人 骨 に つ い て 松 下 ら ( 松 下 ・ 他、
1983) が、1984( 昭 和 59) 年 に 出 土 し た 人 骨 に つ い て は 小 片 ら ( 小 片 ・ 他、1986) が 報 告 し て い る。
　1999( 平 成 11) 年、2000( 平 成 12) 年、2001( 平 成 13) 年 に そ れ ぞ れ 1 基 ず つ 地 下 式 横 穴 墓 が 発 見 さ れ、
発 掘 調 査 が お こ な わ れ、 こ の 3 基 の 横 穴 墓 か ら は そ れ ぞ れ 3 体 ず つ の 人 骨 が 検 出 さ れ た。 こ れ ま で の
調 査 で、 菓 子 野 地 下 式 横 穴 墓 群 11 基 か ら 出 土 し た 合 計 25 体 の 人 骨 を 基 に し た 形 質 に つ い て の 考 察 は
都 城 市 史 ( 松 下、2006) に 記 載 し た が、 こ の 3 年 間 に 出 土 し た 9 体 の 人 骨 に つ い て は 個 々 の 所 見 を 報 告
し て い な い の で、 今 後 の 研 究 に 資 す る た め に 本 稿 で こ の 9 体 に 関 す る 報 告 を お こ な っ た。

資料
　1999-1 号 墓 は 1999( 平 成 11) 年 9 月 に 発 見 さ れ、 発 掘 調 査 が お こ な わ れ て い る。 今 回 報 告 す る 古 墳
人 骨 は 表 1 に 示 す と お り 3 体 で あ る。 各 横 穴 墓 か ら 出 土 し た 人 骨 の 性 別 ・ 年 齢 は 表 2 に 示 し た。 な お、
年 齢 区 分 は 表 3 の と お り で あ る。
　 本 人 骨 は、 考 古 学 的 所 見 よ り、 ５ 世 紀 か ら ６ 世 紀 の 古 墳 時 代 に 属 す る 人 骨 で あ る。

9．宮崎県都城市菓子野地下式横穴墓出土の古墳人骨 ( 抄 )

成人 幼小児 合計
男性 女性 不明

1 2 0 0 3

表 1 　 資 料 数 (Table 1. Number of materials)

表 3　 年 齢 区 分 (Table 3. Division of age)

表 2 　 出 土 人 骨 一 覧 （Table 2. List of skeletons)

　 計 測 方 法 は、Martin-Saller(1957) に よ っ た が、 脛 骨 の 横 径 は オ リ ビ エ の 方 法 で 計 測 し、 鼻 根 部 に つ い て
は 鈴 木 (1963) と 松 下 ら (1983) の 方 法 で 計 測 し た。 年 齢 は、 成 人 の 場 合 は 三 主 縫 合 の 閉 鎖 状 態 で、 未 成
人 で は 永 久 歯 と 乳 歯 の 歯 冠 や 歯 根 の 形 成 程 度 か ら 推 測 し た。

	                                                     松下孝幸 ※ ・松下真実 ※ ※

※ Takayuki　MATSUSHITA、 ※ ※ Masami　MATSUSHITA

人骨番号 性別 年齢 備考 ( 墓番号、頭型、推定身長値 )
1999-1-1 人骨 男性 壮年 1999-1 号墓出土人骨、155.00cm
1999-1-2 人骨 女性 熟年 1999-1 号墓出土人骨、147.92cm
1999-1-3 人骨 女性 熟年 1999-1 号墓出土人骨、過短頭型

年齢区分 年齢
未成人 乳児 1 歳未満

幼児 1 歳～ 5 歳　( 第一大臼歯萌出直前まで )
小児 6 歳～ 15 歳　( 第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで
成年 16 歳～ 20 歳　( 蝶後頭軟骨結合癒合まで )

成人 壮年 21 歳～ 39 歳　(40 歳未満 )
熟年 40 歳～ 59 歳　(60 歳未満 )
老年 60 歳以上

所見
　 各 骨 の 計 測 値 は 文 末 に 一 括 し て 掲 げ た。
１ ９ ９ ９ － １ － １ 人 骨 ( 男 性 、 壮 年 ）
１ ． 頭 蓋
(1) 脳 頭 蓋 　 後 頭 半 分 を 欠 損 し て い る。 外 耳 道 は 両 側 と も 観 察 で き た が、 骨 腫 は 左 右 と も 認 め ら れ な い。

注 )　成年という用語については土井ヶ浜遺跡第 14 次発掘調査
報告書 (1996) を参照されたい。
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冠 状 縫 合 の 観 察 が で き た が、 内 外 両 板 と も 開 離 し て い る。
　 脳 頭 蓋 の 計 測 は、 バ ジ オ ン ・ ブ レ グ マ 高 は 130mm で 頭 の 高 さ は 低 い。 後 頭 骨 や 頭 頂 骨 を 欠 損 し て い
る の で、 頭 型 は 不 明 で あ る。
(2) 顔 面 頭 蓋 　 顔 面 頭 蓋 は 右 側 頬 骨 を 欠 損 し て い る 以 外 は ほ ぼ 完 全 で あ る。 眉 上 弓 は 強 く 隆 起 し、 鼻 骨
も や や 隆 起 し て い る の で、 鼻 根 部 は や や 陥 凹 し て い る。 上 顎 骨、 頬 骨 に は 赤 色 顔 料 が 付 着 し て い る。
　 顔 面 頭 蓋 の 計 測 値 は、顔 長 が 106mm、中 顔 幅 は〔49 × 2 ＝ 98〕mm、顔 高 は 115mm、上 顔 高 は 63mm で、
顔 示 数 は 〔117.35〕( Ｖ )、上 顔 示 数 は 〔64.29〕( Ｖ ) と な り、顔 面 に は 著 し い 低・広 顔 傾 向 が 認 め ら れ る。
　 眼 窩 幅 は 44mm( 左 )、 眼 窩 高 は 31mm( 右 )、30mm( 左 ) で、 眼 窩 示 数 は 68.18( 左 ) と な り、 左 側 は 低
眼 窩 (chamaekonch) に 属 し て い る。
　 鼻 幅 は 25mm、 鼻 高 は 47mm で、 鼻 示 数 は 53.19 と な り、 低 鼻 (chamaerrhin) に 属 し て い る。
　 鼻 根 部 の 計 測 値 は、 前 眼 窩 間 幅 が 17mm、 鼻 根 横 弧 長 は 20mm、 鼻 根 彎 曲 示 数 は 85.00 と な り、 鼻 根
彎 曲 示 数 は 85.00 と な り、 鼻 根 部 は あ ま り 扁 平 で は な い。 鼻 骨 最 小 幅 は 7mm で、 前 頭 突 起 水 平 傾 斜 角
は 92 度 を 示 し、 前 頭 突 起 の 向 き は 矢 状 方 向 で あ る。
　 側 面 角 は、全 側 面 角 が 80 度、鼻 側 面 角 が 85 度、歯 槽 側 面 角 は 65 度 で、歯 槽 性 突 顎 の 傾 向 が み ら れ る。
　 下 顎 骨 は 関 節 突 起 な ど を 欠 損 し て い る 以 外 は 残 存 状 態 は 良 好 で あ る。 下 顎 体 の 高 径 は 低 く、 下 顎 枝 は
幅 広 い。 下 顎 角 は 外 反 し て い る。
２ ． 歯
　 上 下 両 顎 に は 歯 が 釘 植 し て い た。 残 存 歯 と 歯 槽 の 状 態 を 歯 式 で 示 す と、 次 の と お り で あ る。
　 ❽ ７ ❻ ５ ４ ３ ２ １ 　 　 １ ２ ３ ４ ５ ６ ❼ ❽
　 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 　 　 １ ２ ３ ❹ ５ ６ ❼ ８
　〔● : 歯 槽 閉 鎖 　 〇 : 歯 槽 開 存 　、 番 号 は 歯 種〕    
　〔１: 中 切 歯、 ２ ： 側 切 歯、 ３ ： 犬 歯、 ４ ： 第 一 小 臼 歯、 ５ ： 第 二 小 臼 歯、 ６ ： 第 一 大 臼 歯、 ７ ： 第 二
大 臼 歯、 ８ ： 第 三 大 臼 歯〕
　 咬 耗 度 は Broca の １( 咬 耗 が エ ナ メ ル 質 の み ) ～ ２ 度 ( 咬 耗 が 部 分 的 に 象 牙 質 ま で 及 ぶ ) で あ る。 ま た、
歯 の 咬 合 形 式 は 鉗 子 状 咬 合 で、 風 習 的 抜 歯 は 認 め ら れ な い。
３．四 肢 骨
(1) 上 肢 骨 　 肩 甲 骨、 鎖 骨、 上 腕 骨、 橈 骨、 尺 骨 が 残 存 し て い た。
　 ① 鎖 骨 　 右 側 の み が 残 存 し て い た。 長 さ は や や 長 く、 細 い。
　 ② 上 腕 骨 　 左 側 骨 体 の 一 部 が 残 存 し て い た に す ぎ な い。
　 ③ 橈 骨 　 左 側 骨 体 の 中 央 部 が 残 存 し て い た。 骨 体 は や や 大 き く、 骨 間 縁 は シ ャ ー プ で あ る。
　 ④ 尺 骨 　 尺 骨 も 左 側 骨 体 が 残 存 し て い た。 骨 体 の 径 は 大 き く、 骨 間 縁 は よ く 発 達 し て い る。
(2) 下 肢 骨 　 寛 骨、 大 腿 骨、 脛 骨、 腓 骨 お よ び 膝 蓋 骨 が 残 存 し て い た。
　 ① 寛 骨 　 左 側 は 恥 骨 以 外 の 残 存 状 態 は 良 好 で あ る が、 右 側 は 一 部 し か 残 存 し て い な い。 径 は 大 き く 大
坐 骨 切 痕 の 角 度 は 小 さ い。
　 ② 大 腿 骨 　 両 側 と も 残 存 し て い た が、左 側 は ほ ぼ 完 全 で あ る。 長 さ は 短 い。 粗 線 は 明 瞭 で 幅 も 広 い が、
骨 体 両 側 面 の 後 方 へ の 発 達 は み ら れ な い。 骨 体 上 部 は 扁 平 で あ る。
　 計 測 値 は、 最 大 長 が 392mm( 左 )、 骨 体 中 央 周 は 85mm( 左 ) で、 長 厚 示 数 は 21.91( 左 ) と な り、 骨
体 は 頑 丈 な も の で は な い。 骨 体 中 央 矢 状 径 は 26mm( 左 )、 横 径 は 28mm( 左 ) で、 骨 体 中 央 断 面 示 数 は
92.86( 左 ) と な り、 骨 体 両 側 面 の 後 方 へ の 発 達 は き わ め て 悪 い。 ま た、 骨 体 上 横 径 は 32mm( 左 )、 骨 体
上 矢 状 径 は 24mm( 左） で、 上 骨 体 断 面 示 数 は 75.00( 左 ) と な り、 骨 体 上 部 は 扁 平 で あ る。
　 ③ 脛 骨 　 両 側 の 骨 体 が 残 存 し て い た が、 左 側 の 方 が 保 存 状 態 は 良 好 で あ る。 骨 体 の 径 は 大 き い が、 ヒ
ラ メ 筋 線 の 発 達 は 悪 い。 左 側 骨 体 の 断 面 形 は ヘ リ チ カ の Ⅳ 型 を 呈 し て い る。
　 計 測 値 は、 中 央 最 大 径 が 32mm( 左 )、 中 央 横 径 は 23mm( 左 ) で、 中 央 断 面 示 数 は 71.88( 左 ) と な り、
骨 体 は や や 扁 平 で あ る。 骨 体 周 は 86mm( 左 ) で、 骨 体 は 太 い。
④ 腓 骨 　 左 側 骨 体 が 残 存 し て い た。 骨 体 の 径 は や や 大 き く、 稜 の 発 達 も 良 好 で、 溝 も 深 い。
４ ． 推 定 身 長 値
　 左 側 の 大 腿 骨 最 大 長 か ら、Pearson お よ び 藤 井 の 公 式 を 用 い て 推 定 身 長 値 を 算 出 す る と、 そ れ ぞ れ



- 30 -

155.00cm(Pearson)、151.06cm( 藤 井 ) と な り、 か な り の 低 身 長 で あ る。
５ ． 性 別 ・ 年 齢
　 性 別 は、 眉 上 弓 が 強 く 隆 起 し、 大 坐 骨 切 痕 の 角 度 が 小 さ い こ と か ら、 男 性 と 推 定 し た。 年 齢 は、 冠 状
縫 合 が 内 外 両 板 と も 開 離 し て い る こ と か ら、 壮 年 と 考 え ら れ る。

１ ９ ９ ９ － １ － ２ 人 骨 ( 女 性 、 熟 年 ）
１ ． 頭 蓋
(1) 脳 頭 蓋 　 後 頭 半 分 を 欠 損 し て い る。 外 耳 道 は 両 側 と も 観 察 で き た。 右 側 に は 骨 腫 は 認 め ら れ な い が、
左 側 に は 後 壁 に 弱 い 隆 起 が み ら れ る。 冠 状 縫 合 の 右 側 部 の 観 察 が で き た が、 内 板 は 癒 合 し て お り、 外 板
に も 癒 合 が み ら れ る。
(2) 顔 面 頭 蓋 　 顔 面 頭 蓋 は 左 側 頬 骨 弓 を 欠 損 し て い る 以 外 は 完 全 で あ る。 眉 上 弓 の 隆 起 は や や 強 く、 鼻
骨 も や や 隆 起 し て い る の で、 鼻 根 部 は や や 陥 凹 し て い る。 上 顎 骨、 頬 骨、 眼 窩 に は 赤 色 顔 料 が 付 着 し て
い る。
　 顔 面 頭 蓋 の 計 測 値 は、 顔 長 が 93mm、 頬 骨 弓 幅 は 〔69 × 2 ＝ 138〕mm、 中 顔 幅 は 〔50 × 2 ＝ 100〕
mm、顔 高 は 99mm、上 顔 高 は 53mm で、顔 示 数 は 〔71.74〕( Ｋ ),〔99.00〕( Ｖ )、上 顔 示 数 は 〔38.41〕( Ｋ )、

〔53.00〕( Ｖ ) と な り、 顔 面 に は 著 し い 低 ・ 広 顔 傾 向 が 認 め ら れ る。
　 眼 窩 幅 は 43mm( 右 )、43mm( 左 )、 眼 窩 高 は 30mm( 右 )、30mm( 左 ) で、 眼 窩 示 数 は 69.77( 右 )、
69.77( 左 ) と な り、 両 側 と も 低 眼 窩 (chamaekonch) に 属 し て い る。
　 鼻 幅 は 27mm、 鼻 高 は 42mm で、 鼻 示 数 は 64.29 と な り、 低 鼻 (chamaerrhin) に 属 し て い る。
　 鼻 根 部 の 計 測 値 は、 前 眼 窩 間 幅 が 21mm、 鼻 根 横 弧 長 は 24mm、 鼻 根 彎 曲 示 数 は 87.50 と な り、 鼻 根
部 は 扁 平 で あ る。 鼻 骨 最 小 幅 は 11mm で、 前 頭 突 起 水 平 傾 斜 角 は 89 度 を 示 し、 前 頭 突 起 の 向 き は 矢 状
方 向 で あ る。 鼻 根 角 は 134 度、鼻 根 陥 凹 示 数 は 20.83 で あ る。 鼻 頬 骨 角 は 150 度 で、こ の 角 度 は 大 き く、
顔 面 扁 平 示 数 は 13.86 で あ る。
　 側 面 角 は、 全 側 面 角 が 81 度、 鼻 側 面 角 が 86 度、 歯 槽 側 面 角 は 68 度 で、 歯 槽 性 突 顎 の 傾 向 は 弱 い。
２ ． 歯
　 上 下 両 顎 に は 歯 が 釘 植 し て い た。 残 存 歯 と 歯 槽 の 状 態 を 歯 式 で 示 す と、 次 の と お り で あ る。
　 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 　 　 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ／
　 ❽ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 　 　 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
　〔● : 歯 槽 閉 鎖 　 〇 : 歯 槽 開 存 　 ／ ： 不 明、 番 号 は 歯 種〕    
　〔１: 中 切 歯、 ２ ： 側 切 歯、 ３ ： 犬 歯、 ４ ： 第 一 小 臼 歯、 ５ ： 第 二 小 臼 歯、 ６ ： 第 一 大 臼 歯、 ７ ： 第 二
大 臼 歯、 ８ ： 第 三 大 臼 歯〕
　 咬 耗 度 は Broca の １( 咬 耗 が エ ナ メ ル 質 の み ) ～ ２ 度 ( 咬 耗 が 部 分 的 に 象 牙 質 ま で 及 ぶ ) で あ る。 ま た、
歯 の 咬 合 形 式 は 鉗 子 状 咬 合 で、 風 習 的 抜 歯 は 認 め ら れ な い。
３．四 肢 骨
(1) 上 肢 骨 　 肩 甲 骨、 鎖 骨、 上 腕 骨、 橈 骨、 尺 骨 が 残 存 し て い た。
　 ① 鎖 骨 　 左 側 の み が 残 存 し て い た。 長 さ は や や 長 く、 細 い。
　 ② 上 腕 骨 　 左 側 骨 体 が 残 存 し て い た。 径 は 小 さ く、 骨 体 は 扁 平 で あ る。
　 計 測 値 は、中 央 最 大 径 が 20mm( 左 )、中 央 最 小 径 は 14mm( 左 ) で、骨 体 断 面 示 数 は 70.00( 左 ) と な り、
骨 体 に は 強 い 扁 平 性 が 認 め ら れ る。 中 央 周 は 59mm( 左 ) で、 骨 体 は 細 い。
　 ③ 橈 骨 　 両 側 の 骨 体 遠 位 半 が 残 存 し て い た。 骨 体 は 細 い が、 骨 間 縁 の 発 達 は 良 好 で あ る。
　 ④ 尺 骨 　 尺 骨 も 両 側 の 骨 体 が 残 存 し て い た。 骨 体 の 径 は 小 さ い が、 骨 間 縁 は よ く 発 達 し て い る。
(2) 下 肢 骨 　 寛 骨、 大 腿 骨、 脛 骨、 腓 骨 が 残 存 し て い た。
　 ① 寛 骨 　 右 側 腸 骨 が 残 存 し て い た。 大 坐 骨 切 痕 の 角 度 は 大 き い。 ま た、耳 状 面 前 溝 は 深 く て 幅 が 広 い。
　 ② 大 腿 骨 　 両 側 と も ほ ぼ 完 全 で あ る。 骨 体 の 彎 曲 は 弱 い。 長 さ は あ ま り 長 い も の で は な く、 粗 線 は 明
瞭 で 幅 も 広 い が、 骨 体 上 部 は 扁 平 で あ る。
　 計 測 値 は、 最 大 長 が 386mm( 右 )、388mm( 左 )、 骨 体 中 央 周 は 76mm( 右 )、78mm( 左 ) で、 長 厚 示 数
は 20.16( 右 )、20.74( 左 ) と な り、 骨 体 は き ゃ し ゃ で あ る。 骨 体 中 央 矢 状 径 は 24mm( 右 )、24mm( 左 )、
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横 径 は 24mm( 右 )、25mm( 左 ) で、 骨 体 中 央 断 面 示 数 は 100.00( 右 )、96.00( 左 ) と な り、 骨 体 両 側
面 の 後 方 へ の 発 達 は き わ め て 悪 い。 ま た、 骨 体 上 横 径 は 29mm( 右 )、30mm( 左 )、 骨 体 上 矢 状 径 は
21mm( 右 )、22mm( 左） で、 上 骨 体 断 面 示 数 は 72.41( 右 )、73.33( 左 ) と な り、 骨 体 上 部 は か な り 扁 平 で
あ る。
　 ③ 脛 骨 　 両 側 と も 内 果 を 欠 損 し て い る 以 外 は ほ ぼ 完 全 で あ る。 前 縁 は 鋭 く、 骨 体 は や や 扁 平 で、 ヒ ラ
メ 筋 線 の 発 達 は 悪 い。 骨 体 の 断 面 形 は 両 側 と も ヘ リ チ カ の Ⅳ 型 を 呈 し て い る。
　 計 測 値 は、 中 央 最 大 径 が 30mm( 右 )、29mm( 左 )、 中 央 横 径 は 20mm( 右 )、20mm( 左 ) で、 中 央 断 面
示 数 は 66.67( 右 )、68.97( 左 ) と な り、 骨 体 は 扁 平 で あ る。 骨 体 周 は 77mm( 右 )、76mm( 左 )、 最 小 周 は
68mm( 右 )、68mm( 左 ) で、 骨 体 は 女 性 と し て は や や 太 い。
　 ④ 腓 骨 　 両 側 の 骨 体 が 残 存 し て い た。 骨 体 の 径 は や や 大 き く、 稜 の 発 達 も 良 好 で、 溝 も 深 い。
４ ． 推 定 身 長 値
　 大 腿 骨 最 大 長 か ら、Pearson お よ び 藤 井 の 公 式 を 用 い て 推 定 身 長 値 を 算 出 す る と、 そ れ ぞ れ
147.92cm(Pearson、 右 )、148.31cm(Pearson、 左 )、147.51cm( 藤 井、 右 )、148.25cm( 藤 井、 左 ) と な り、
低 身 長 で あ る。
５ ． 性 別 ・ 年 齢
　 性 別 は、 眉 上 弓 が 強 く 隆 起 し て は い る が、 大 坐 骨 切 痕 の 角 度 が 大 き く、 耳 状 面 前 溝 が 深 く、 そ の 幅 が
広 い こ と か ら 女 性 と 推 定 し た。 年 齢 は、 観 察 で き た 冠 状 縫 合 右 側 部 の 内 板 が 癒 合 し、 外 板 に も 癒 合 が 一
部 み ら れ る こ と か ら、 熟 年 と 考 え ら れ る。

１ ９ ９ ９ － １ － ３ 人 骨 ( 女 性 、 熟 年 ）
１ ． 頭 蓋
(1) 脳 頭 蓋 　 脳 頭 蓋 は ほ ぼ 完 全 で あ る。 外 後 頭 隆 起 部 は 膨 隆 し て は い る が、 突 起 の 発 達 は み ら れ な い。
ま た 乳 様 突 起 は 小 さ い。 外 耳 道 は 両 側 の 観 察 が で き た が、 骨 腫 は 左 右 と も 認 め ら れ な い。 縫 合 は、 三 主
縫 合 の 内 板 を み る と、 冠 状 縫 合 は 癒 合 し て い る が、 ラ ム ダ 縫 合 は 開 離 し て い る。 矢 状 縫 合 は う し ろ 部 分
は 開 離 し て い る よ う に み え る が、こ れ は 破 損 の 痕 か も し れ な い。 外 板 は、ラ ム ダ 縫 合 は 開 離 し て い る が、
冠 状 縫 合 で は 癒 合 が 進 行 し て お り、 矢 状 縫 合 の 前 半 分 は 癒 合 し て い る。
　 脳 頭 蓋 の 計 測 値 は、 頭 蓋 最 大 長 が 170mm、 頭 蓋 最 大 幅 は 145mm、 バ ジ オ ン ・ ブ レ グ マ 高 は 123mm
で あ る。 頭 蓋 長 幅 示 数 は 85.29、 頭 蓋 長 高 示 数 は 72.35、 頭 蓋 幅 高 示 数 は 84.83 と な り、 頭 型 は 過 短 頭 型
(hyperbrachykran)、 中 頭 型 (orthokran)、 平 頭 型 (tapeinokran) に 属 し て い る。 ま た、 頭 蓋 水 平 周 は 500mm、
横 弧 長 は 305mm、 正 中 矢 状 弧 長 は 363mm で あ る。
(2) 顔 面 頭 蓋 　 顔 面 頭 蓋 も 完 全 で あ る。 眉 上 弓 は 弱 く、 前 頭 結 節 の 発 達 は 良 好 で、 前 頭 鱗 は や や 膨 隆 し
て い る。 鼻 骨 の 隆 起 は 弱 く、 鼻 骨 は 幅 広 く、 鼻 根 部 は 扁 平 で あ る。
　 顔 面 頭 蓋 の 計 測 値 は、 顔 長 が 87mm、 頬 骨 弓 幅 は 119mm、 中 顔 幅 は 90mm、 顔 高 は 98mm、 上 顔 高 は
54mm で、顔 示 数 は 82.35( Ｋ )、108.89( Ｖ )、上 顔 示 数 は 40.34( Ｋ )、60.00( Ｖ ) と な り、顔 面 に は 著 し い 低・
広 顔 傾 向 が 認 め ら れ る。
　 眼 窩 幅 は 41mm( 右 )、40mm( 左 )、 眼 窩 高 は 33mm( 右 )、32mm( 左 ) で、 眼 窩 示 数 は 80.49( 右 )、
80.00( 左 ) と な り、 両 側 と も 中 眼 窩 (mesokonch) に 属 し て い る。
　 鼻 幅 は 26mm、 鼻 高 は 44mm で、 鼻 示 数 は 59.09 と な り、 過 低 鼻 (hyperchamaerrhin) に 属 し て い る。
　 鼻 根 部 の 計 測 値 は、 前 眼 窩 間 幅 が 20mm、 鼻 根 横 弧 長 は 22mm、 鼻 根 彎 曲 示 数 は 90.91 と な り、 鼻 根
部 は 扁 平 で あ る。 両 眼 窩 幅 は 96mm で、 眼 窩 間 示 数 は 20.83 で あ る。 鼻 骨 最 小 幅 は 11mm で、 前 頭 突
起 水 平 傾 斜 角 は 91 度 を 示 し、 前 頭 突 起 の 向 き は 矢 状 方 向 で あ る。 鼻 根 角 は 146 度、 鼻 根 陥 凹 示 数 は
15.15 で あ る。
　 側 面 角 は、 全 側 面 角 が 87 度、 鼻 側 面 角 が 89 度、 歯 槽 側 面 角 は 80 度 で、 歯 槽 性 突 顎 の 傾 向 は 認 め ら
れ な い。
　 下 顎 骨 は 左 側 下 顎 枝 お よ び 右 側 の 関 節 突 起 を 欠 損 し て い る。 径 は 小 さ く、 下 顎 体 の 高 径 も 低 い が、 下
顎 角 は 外 反 し て い る。
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２ ． 歯
　 上 下 両 顎 に は 歯 が 釘 植 し て い た。 残 存 歯 と 歯 槽 の 状 態 を 歯 式 で 示 す と、 次 の と お り で あ る。
　 ／ ❼ ❻ ⑤ ④ ③ ② ❶ 　 　 　 ❶ ② ③ ４ ⑤ ❻ ❼ ／
　 ❽ ７ ６ ５ ４ ３ ② ①	 ① ② ３ ４ ５ ⑥ ❼ ❽
　〔● : 歯 槽 閉 鎖 　 〇 : 歯 槽 開 存 　 ／ ： 不 明、 番 号 は 歯 種〕
　〔１: 中 切 歯、 ２ ： 側 切 歯、 ３ ： 犬 歯、 ４ ： 第 一 小 臼 歯、 ５ ： 第 二 小 臼 歯、 ６ ： 第 一 大 臼 歯、 ７ ： 第 二
大 臼 歯、 ８ ： 第 三 大 臼 歯〕
　 咬 耗 度 は Broca の ２ 度 ( 咬 耗 が 部 分 的 に 象 牙 質 ま で 及 ぶ ) で あ る。 ま た、 歯 の 咬 合 形 式 は 不 明 で あ る。
風 習 的 抜 歯 は 認 め ら れ な い。
３．四 肢 骨
(1) 上 肢 骨 　 上 腕 骨、 橈 骨、 尺 骨 が 残 存 し て い た。
　 ① 上 腕 骨 　 右 側 骨 体 が 残 存 し て い た。 径 は 小 さ く は な い が、 三 角 筋 粗 面 の 発 達 は 弱 く、 骨 体 は 扁 平 で
あ る。
　 計 測 値 は、中 央 最 大 径 が 21mm( 右 )、中 央 最 小 径 は 15mm( 右 ) で、骨 体 断 面 示 数 は 71.43( 右 ) と な り、
骨 体 は 扁 平 で あ る。 骨 体 最 小 周 は 53mm( 右 )、 中 央 周 は 60mm( 右 ) で あ る。
　 ② 橈 骨 　 右 側 骨 体 が 残 存 し て い た。 骨 体 は 細 い。
　 ③ 尺 骨 　 尺 骨 も 右 側 骨 体 が 残 存 し て い た。 骨 体 は 細 い が、 骨 間 縁 は 中 央 部 で 発 達 し て い る。
(2) 下 肢 骨 　 大 腿 骨、 脛 骨、 腓 骨、 膝 蓋 骨 が 残 存 し て い た。
　 ① 大 腿 骨 　 左 右 と も 骨 体 が 残 存 し て い た。 粗 線 は 明 瞭 で 幅 が 広 い が、 骨 体 両 側 面 の 後 方 へ の 伸 展 は み
ら れ な い。 骨 体 上 部 に は 扁 平 性 は ほ と ん ど 認 め ら れ な い。
　 計 測 値 は、 骨 体 中 央 矢 状 径 が 24mm( 右 )、24mm( 左 )、 横 径 は 24mm( 右 )、26mm( 左 ) で、 骨 体
中 央 断 面 示 数 は 100.00( 右 )、96.00( 左 ) と な り、 骨 体 両 側 面 の 後 方 へ の 発 達 は 悪 い。 骨 体 中 央 周
は 76mm( 右 )、77mm( 左 ) で、 骨 体 は 細 い。 骨 体 上 横 径 は 27mm( 右 )、26mm( 左 )、 骨 体 上 矢 状 径 は
22mm( 右 )、21m( 左） で、 上 骨 体 断 面 示 数 は 81.48( 右 )、80.77( 左 ) と な り、 骨 体 上 部 の 扁 平 性 は 弱 い。
　 ② 脛 骨 　 右 側 は 近 位 部 を 欠 損 し て い る。 左 側 は 骨 体 が 残 存 し て い た。 骨 体 は そ れ ほ ど 大 き い も の で は
な い。 右 側 の ヒ ラ メ 筋 線 は 窪 ん で お り、 ヒ ラ メ 筋 の 発 達 は よ か っ た よ う で あ る。 右 側 骨 体 の 断 面 形 は ヘ
リ チ カ の Ⅴ 型 を 呈 し て お り、 骨 体 は 丸 い。
　 計 測 値 は、 中 央 最 大 径 が 25mm( 右 )、24mm( 左 )、 中 央 横 径 は 18mm( 右 )、18mm( 左 ) で、 中 央
断 面 示 数 は 72.00( 右 )、75.00( 左 ) と な り、 骨 体 に は 扁 平 性 は 認 め ら れ な い。 骨 体 周 は 69mm( 右 )、
68mm( 左 )、 最 小 周 は 64mm( 右 )、63mm( 左 ) で、 骨 体 は 細 い。
　 ③ 腓 骨 　 右 側 骨 体 が 残 存 し て い た。 骨 体 は 細 い。
５ ． 性 別 ・ 年 齢
　 前 頭 結 節 が よ く 発 達 し て お り、 前 頭 鱗 も や や 膨 隆 し て い る こ と や 四 肢 骨 の 径 が 小 さ い こ と か ら、 性 別
を 女 性 と 推 定 し た。 ラ ム ダ 縫 合 は 内 外 両 板 と も 開 離 し て い る が、冠 状 縫 合 は 内 外 両 板 と も 癒 合 し て お り、
矢 状 縫 合 も 内 外 両 板 と も 癒 合 し て い た 可 能 性 が 強 い こ と か ら、 年 齢 は 熟 年 と 考 え ら れ る。

要約
　 宮 崎 県 都 城 市 菓 子 野 町 に 存 在 す る 菓 子 野 地 下 式 横 穴 墓 群 で、1999 年 に 1 基 の 地 下 式 横 穴 墓 が 発 見 さ
れ、 発 掘 調 査 が お こ な わ れ た。3 体 の 人 骨 が 検 出 さ れ た が、 人 骨 の 保 存 状 態 は 比 較 的 良 好 で、 菓 子 野 地
下 式 横 穴 墓 に 葬 ら れ た 古 墳 人 の 形 質 的 特 徴 を 明 ら か に す る こ と が で き た。 そ の 結 果 は 次 の と お り で あ
る。
　 1．1 基 (1999-1) か ら は 成 人 骨 3 体 で あ る。
 　2． こ の 3 体 の 人 骨 は、5 世 紀 か ら 6 世 紀 の 古 墳 時 代 に 属 す る 人 骨 で あ る。
 　3． 頭 蓋 長 幅 示 数 を 算 出 で き た も の が 男 女 各 1 体 ず つ あ っ た。 男 性 は 77.97 で、 中 頭 型 で、 女 性 は
85.29　 で、 過 短 頭 型 で あ る。 そ の 他 に 観 察 に よ っ て 頭 型 を 推 測 で き る も の が 男 女 各 1 体 あ る。 男 性 は
短 頭 型 で 傾 い て お り、 女 性 は 短 頭 型 で あ る。 従 っ て、 女 性 は お お む ね 短 頭 型 と 考 え ら れ る が、 男 性 は バ
ラ ツ キ ( 多 様 性 ) が み ら れ る。
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 　4． 顔 面 は 男 女 と も 「低 ・ 広 顔」 で あ る。 鼻 根 部 は、 男 性 は 陥 凹 し て い る も の が 多 い が、 女 性 は 扁 平
　 で あ る。
 　5． 男 女 と も 歯 槽 性 突 顎 が み ら れ る も の が 多 い。
 　6． 上 腕 骨 は 男 女 と も 太 く、三 角 筋 粗 面 の 発 達 も 良 好 で、骨 体 は 扁 平 で あ る。 大 腿 骨 は 男 女 と も 短 く、
　 骨 体 は や や 大 き い。 男 性 で は 粗 線 や 骨 体 両 側 面 の 後 方 へ の 発 達 が 良 好 で、 骨 体 上 部 の 扁 平 性 は 弱 い。
　 女 性 で は 粗 線 や 骨 体 両 側 面 の 後 方 へ の 発 達 は よ く な い が、 骨 体 上 部 は 扁 平 で あ る。 脛 骨 は 男 性 は 大 き
い が、女 性 は 短 く て、細 く、男 性 で は わ ず か に 扁 平 な 骨 体 も あ る が、女 性 骨 体 に は 扁 平 性 は 認 め ら れ な い。
 　7． 推 定 身 長 は 男 性 が 155.00cm(1999-1-1)、 女 性 は 147.92cm(199-1-2) で、 男 女 と も 低 身 長 で あ る。
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菓子野 菓子野 菓子野
1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3

男性 女性 女性
1. 頭蓋最大長 -     -     170    
8. 頭蓋最大幅 -     -     145    
17. バジオン・ブレグマ高 130    120    123    
8/1 頭蓋長幅示数 -     -     85.29
17/1 頭蓋長高示数 -     -     72.35
17/8 頭蓋幅高示数 -     -     84.83
1+8+17/3 頭蓋モズルス -     -     146.00
5. 頭蓋底長 104    97    92    
9. 最小前頭幅 91    91    92    
10. 最大前頭幅 116    108    119    
11. 両耳幅 126    -     115    
12. 最大後頭幅 -     -     104    
13. 乳突幅 -     -     92    
7. 大後頭孔長 34    -     28    
16. 大後頭孔幅 30    -     23    
16/7 大後頭示数 88.24 -     82.14
23. 頭蓋水平周 -     -     500    
24. 横弧長 -     -     305    
25. 正中矢状弧長 -     -     363    
26. 正中矢状前頭弧長 125    -     117    
27. 正中矢状頭頂弧長 -     -     136    
28. 正中矢状後頭弧長 -     -     110    
29. 正中矢状前頭弦長 108    -     101    
30. 正中矢状頭頂弦長 -     -     118    
31. 正中矢状後頭弦長 -     -     91    
29/26 矢状前頭示数 86.40 -     86.32
30/27 矢状頭頂示数 -     -     86.76
31/28 矢状後頭示数 -     -     82.73

表 4 　 脳 頭 蓋 (㎜ ) (Calvaria) 表 5　 顔 面 頭 蓋 (㎜ ・ 度 ) (Facial skeleton)
菓子野 菓子野 菓子野

19991-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

40. 顔長 106     93     87     
41. 側顔長 73     -      62     
42. 下顔長 115     104     106     
43. 上顔幅 -      109     101     
45. 頬骨弓幅 -      〔138〕    119     
46. 中顔幅 〔98〕   〔100〕    90     
47. 顔高 115     99     98     
48. 上顔高 63     53     54     
47/45 顔示数（Ｋ） -      〔71.74〕 82.35 

48/45 上顔示数（K） -      〔38.41〕 40.34 
47/46 顔示数 (V) 〔117.35〕 〔99.00〕 108.89 
48/46 上顔示数 (V) 〔64.29〕 〔53.00〕 60.00 
40+45+47/3 顔面モズルス -      -      101.33 
50. 前眼窩間幅 17     21      20     
44. 両眼窩幅 -      102      96     
50/44 眼窩間示数 -      20.59  20.83 
51. 眼窩幅 ( 右 ) 44     43      41     

眼窩幅 ( 左 ) 31     43      40     
52. 眼窩高 ( 右 ) 30     30      33     

眼窩高 （左 ) -      30      32     
52/51 眼窩示数 ( 右 ) -      69.77  80.49 

眼窩示数 ( 左 ) 68.18 69.77  80.00 
54. 鼻幅 25     27      26     
55. 鼻高 47     42      44     
54/55 鼻示数 53.19 64.29  59.09
55（1）. 梨状口高 -      26      26     
56. 鼻骨長 -      17      21     
57. 鼻骨最小幅 -      11      11     
57(1). 鼻骨最大幅 -      18      -      
60. 上顎歯槽長 56     51      -      
61. 上顎歯槽幅 59     63      53     
62. 口蓋長 46     42      -      
63. 口蓋幅 -      40      -      
64. 口蓋高 -      11      -      
61/60 上顎歯槽示数 105.36 123.53  -      
63/62 口蓋示数 -      95.24  -      
64/63 口蓋高示数 -      27.50  -      
72. 全側面角 80     81      87     
73. 鼻側面角 85     86      89     
74. 歯槽側面角 65     68      80     

表 6　 鼻 根 部 (㎜ ・ 度 ) (Nasal root)
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

50. 前眼窩間幅 17    21    20    
50 Ａ . 鼻根横弧長 20    24    22    
50/50A 鼻根彎曲示数 85.00 87.50 90.91
57. 鼻骨最小幅 7    11    11    
44. 両眼窩幅 -     102    96    
50/44 眼窩間示数 -     20.59 20.83
ａ . 前頭突起上幅 ( 右 ) 10    11    7    

前頭突起上幅 ( 左 ) 10    10    7    
b. 前頭突起水平傾斜角 92    89    91    
ｃ . Ｇ－Ｎ投影距離 4    3    1    
ｄ . 鼻根角 -     134    146    
ｅ . Ｇ－Ｒ距離 -     24    33    
ｆ . 垂線高 -     5    5    
ｆ / ｅ 鼻根陥凹示数 -     20.83 15.15
77. 鼻頬骨角 -     150    -     
Ｆａ　 ｆｍｏ間距離 -     101    -     
Ｆｈ  垂線高 -     14    -     
Ｆｈ / Ｆａ 顔面扁平示数 -     13.86 -     

表 7　 下 顎 骨 (㎜ ・ 度 ) (Mandibula)
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

65 下顎関節突起幅 -    -    -    
65(1). 下顎筋突起幅 102    95    -    
66 下顎角幅 -    -    -    
67 前下顎幅 47    48    48    
68 下顎長 -    -    -    
68(1). 下顎長 -    -    -    
69 オトガイ高 33    26    26    
69(1). 下顎体高 ( 右 ) 32    29    25    

下顎体高 ( 左 ) 31    29    25    
69(2). 下顎体高 ( 右 ) 27    27    23    

下顎体高 ( 左 ) -    -    -    
70 枝高 ( 右 ) -    54    -    

枝高 ( 左 ) -    -    -    
70(1). 前枝高 ( 右 ) 64    58    49    

前枝高 ( 左 ) 64    58    -    
70(2). 最小枝高 ( 右 ) 48    46    45    

最小枝高 ( 左 ) 48    -    -    
70(3). 下顎切痕高 ( 右 ) -    12    -    

下顎切痕高 ( 左 ) -    -    -    
71(1). 下顎切痕幅 ( 右 ) -    33    -    

下顎切痕幅 ( 左 ) -    -    -    
71 枝幅 ( 右 ) -    34    27    

枝幅 ( 左 ) 37    -    -    
71a. 最小枝幅 ( 右 ) -    34    27    

最小枝幅 ( 左 ) 37    -    -    
79 下顎枝角 ( 右 ) -    117    -    

下顎枝角 ( 左 ) -    -    -    
66/65 下顎幅示数 -    -    -    
68/65 幅長示数 -    -    -    
68(1)/65 幅長示数 ( 右 ) -    -    -    
69(2)/69 下顎高示数 ( 右 ) 81.82 103.85 88.46

下顎高示数 ( 左 ) -    -    -    
71/70 下顎枝示数 ( 右 ) -    62.96 -    

下顎枝示数 ( 左 ) 77.08 -    -    
71a/70(2) 下顎枝示数 ( 右 ) -    73.91 60.00

下顎枝示数 ( 左 ) -    -    -    
70(3)/71(1) 下顎切痕示数 ( 右 ) -    36.36 -    

下顎切痕示数 ( 左 ) -    -    -    
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表 8　 鎖 骨 (㎜ ) (Clavicula)
菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2
男性 女性

1. 鎖骨最大長 ( 右 ) 130    -    
鎖骨最大長 ( 左 ) -    -    

2 ａ 骨体彎曲高 ( 右 ) 29    -    
骨体彎曲高 ( 左 ) -    -    

2(1) 肩峰端彎曲高 ( 右 ) 28    -    
肩峰端彎曲高 ( 左 ) -    -    

4. 中央垂直径 ( 右 ) 10    -    
中央垂直径 ( 左 ) -    8    

5. 中央矢状径 ( 右 ) 12    -    
中央矢状径 ( 左 ) -    10    

6. 中央周 ( 右 ) 36    -    
中央周 ( 左 ) -    30    

6/1 長厚示数 ( 右 ) 27.69 -    
長厚示数 ( 左 ) -    -    

2 ａ /1 彎曲示数 ( 右 ) 22.31 -    
彎曲示数 ( 左 ) -    -    

4/5 鎖骨断面示数 ( 右 ) 83.33 -    
鎖骨断面示数 ( 左 ) -    80.00

2(1)/1 肩峰端彎曲示数 ( 右 ) 21.54 -    
肩峰端彎曲示数 ( 左 ) -    -    

表 9　 上 腕 骨 (㎜ ) (Humerus)
菓子野 菓子野

1999-1-2 1999-1-3
女性 女性

1. 上腕骨最大長 ( 右 ) -     -     
上腕骨最大長 ( 左 ) -     -     

2. 上腕骨全長 ( 右 ) -     -     
上腕骨全長 ( 左 ) -     -     

3. 上端幅 ( 右 ) -     -     
上端幅 ( 左 ) -     -     

3(1). 横上径 ( 右 ) -     -     
横上径 ( 左 ) -     -     

4. 下端幅 ( 右 ) -     -     
下端幅 ( 左 ) -     -     

5. 中央最大径 ( 右 ) -     21    
中央最大径 ( 左 ) 20    

6. 中央最小径 ( 右 ) -     15    
中央最小径 ( 左 ) 14    

7. 骨体最小周 ( 右 ) -     53    
骨体最小周 ( 左 ) -     

7（ａ）. 中央周 ( 右 ) -     60    
中央周 ( 左 ) 59    -     

8. 頭周 ( 右 ) -     -     
頭周 ( 左 ) -     -     

9. 頭最大横径 ( 右 ) -     -     
頭最大横径 ( 左 ) -     -     

10. 頭最大矢状径 ( 右 ) -     -     
頭最大矢状径 ( 左 ) -     -     

11. 滑車幅 ( 右 ) -     -     
滑車幅 ( 左 ) -     -     

12. 小頭幅 ( 右 ) -     -     
小頭幅 ( 左 ) -     -     

12（ａ ). 滑車幅および小頭幅 ( 右 ) -     -     
滑車幅および小頭幅 ( 左 ) -     -     

13. 滑車深 ( 右 ) -     -     
滑車深 ( 左 ) -     -     

14. 肘頭窩幅 ( 右 ) -     -     
肘頭窩幅 ( 左 ) -     -     

15. 肘頭窩深 ( 右 ) -     -     
肘頭窩深 ( 左 ) -     -     

6/5 骨体断面示数 ( 右 ) -     71.43
骨体断面示数 ( 左 ) 70.00 -     

7/1 長厚示数 ( 右 ) -     -     
長厚示数 ( 左 ) -     -     

表 10　 橈 骨 (㎜ ) (Radius)
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

1. 最大長 ( 右 ) -     -     
最大長 ( 左 ) -     -     

1 ｂ . 平行長 ( 右 ) -     -     
平行長 ( 左 ) -     -     -     

2. 機能長 ( 右 ) -     -     -     
機能長 ( 左 ) -     -     -     

3. 最小周 ( 右 ) -     36    39    
最小周 ( 左 ) -     36    

4. 骨体横径 ( 右 ) -     -     15    
骨体横径 ( 左 ) -     -     -     

4 ａ . 骨体中央横径 ( 右 ) -     15    15    
骨体中央横径 ( 左 ) 17    15    -     

4(1). 小頭横径 ( 右 ) -     -     -     
小頭横径 ( 左 ) -     -     -     

4(2). 頚横径 ( 右 ) -     -     12    
頚横径 ( 左 ) -     -     -     

5. 骨体矢状径 ( 右 ) -     -     10    
骨体矢状径 ( 左 ) -     -     -     

5 ａ . 骨体中央矢状径 ( 右 ) -     11    10    
骨体中央矢状径 ( 左 ) 12    11    -     

5(1). 小頭矢状径 ( 右 ) -     -     -     
小頭矢状径 ( 左 ) -     -     -     

5(2). 頚矢状径 ( 右 ) -     -     13    
頚矢状径 ( 左 ) -     -     -     

5(3). 小頭周 ( 右 ) -     -     -     
小頭周 ( 左 ) -     -     -     

5(4). 頚周 ( 右 ) -     -     40    
頚周 ( 左 ) -     -     -     

5(5). 骨体中央周 ( 右 ) -     40    40    
骨体中央周 ( 左 ) 47    41    -     

5(6).　 骨下端幅 ( 右 )　 -     -     -     
骨下端幅 ( 左 ) -     26    -     

3/2 長厚示数 ( 右 ) -     -     -     
長厚示数 ( 左 ) -     -     -     

5/4 骨体断面示数 ( 右 ) -     -     66.67
骨体断面示数 ( 左 ) -     -     -     

5 ａ / ４ａ 中央断面示数 ( 右 ) -     73.33 66.67
中央断面示数 ( 左 ) 70.59 73.33 -     

表 11-1　 尺 骨 (㎜ ) (Ulna) 1
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

1. 最大長 ( 右 ) -     -     -     
最大長 ( 左 ) -     -     -     

2. 機能長 ( 右 ) -     -     -     
機能長 ( 左 ) -     -     -     

2(1). 肘頭尺骨頭長 ( 右 ) -     -     -     
肘頭尺骨頭長 ( 左 ) -     -     -     

3. 最小周 ( 右 ) -     -     -     
最小周 ( 左 ) -     -     -     

6. 肘頭幅 ( 右 ) -     -     19    
肘頭幅 ( 左 ) -     -     -     

6(1). 上幅 ( 右 ) -     -     -     
上幅 ( 左 ) -     -     -     

7. 肘頭深 ( 右 ) -     -     21    
肘頭深 ( 左 ) -     -     -     

8.　 肘頭高 ( 右 )　 -     -     19    
肘頭高 ( 左 ) -     -     -     

11. 尺骨矢状径 ( 右） -     11    11    
尺骨矢状径 ( 左 ) 13    -     -     

12. 尺骨横径 ( 右 ) -     15    15    
尺骨横径 ( 左 ) 16    -     -     

Ｓ 中央最小径 ( 右 ) -     11    11    
中央最小径 ( 左 ) 13    -     -     

Ｌ 中央最大径 ( 右 ) -     14    15    
中央最大径 ( 左 ) 17    -     -     

Ｃ 中央周 ( 右 ) -     42    43    
中央周 ( 左 ) 50    -     -     
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表 11-2　 尺 骨 (㎜ ) (Ulna) 2
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

3/2 長厚示数 ( 右 ) -     -     -     
長厚示数 ( 左 ) -     -     -     

11/12 骨体断面示数 ( 右 ) -     73.33 73.33
骨体断面示数 ( 左 ) 81.25 -     -     

S/L 中央断面示数 ( 右 ) -     78.57 73.33
中央断面示数 ( 左 ) 76.47 -     -     

表 12　 大 腿 骨 (㎜ ) (Femur)
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

1. 最大長 ( 右 ) -     386    -     
最大長 ( 左） 392    388    -     

2. 自然位全長 ( 右 ) -     377    -     
自然位全長 ( 左） 388    376    -     

3. 最大転子長 ( 右 ) -     -     -     
最大転子長 ( 左） 279    -     -     

4. 自然位転子長 ( 右 ) -     -     -     
自然位転子長 ( 左） 366    -     -     

6. 骨体中央矢状径 ( 右 ) -     24    24    
骨体中央矢状径 ( 左） 26    24    24    

7. 骨体中央横径 ( 右 ) -     24    24    
骨体中央横径 ( 左） 28    25    25    

8. 骨体中央周 ( 右 ) -     76    76    
骨体中央周 ( 左） 85    78    77    

9. 骨体上横径 ( 右 ) -     29    27    
骨体上横径 ( 左） 32    30    26    

10. 骨体上矢状径 ( 右 ) -     21    22    
骨体上矢状径 ( 左） 24    22    21    

15. 頚垂直径 ( 右 ) -     26    -     
頚垂直径 ( 左） 31    27    -     

16. 頚矢状径 ( 右 ) -     21    -     
頚矢状径 ( 左） 25    22    -     

17.　 頚周 ( 右 )　 -     79    -     
頚周 ( 左） 93    81    -     

18. 頭垂直径 ( 右 ) -     39    -     
頭垂直径 ( 左） 43    -     -     

19. 頭横径 ( 右 )　 -     -     -     
頭横径 ( 左） 43    -     -     

20.　 頭周 ( 右 )　 -     -     -     
頭周 ( 左） 137    -     -     

21. 上顆幅 ( 右 ) -     -     -     
上顆幅 ( 左） -     -     -     

8/2 長厚示数 ( 右 ) -     20.16 -     
長厚示数 ( 左） 21.91 20.74 -     

6/7 骨体中央断面示数 ( 右 ) -     100.00 100.00
骨体中央断面示数 ( 左）

　

92.86 96.00 96.00

10/9 上骨体断面示数 ( 右 ) -     72.41 81.48
上骨体断面示数 ( 左） 75.00 73.33 80.77

表 13　 腓 骨 (㎜ ) (Tibia)
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

1. 脛骨全長 ( 右 )
脛骨全長 ( 左 )

1 ａ . 脛骨最大長 ( 右 )
脛骨最大長 ( 左 )

1 ｂ . 脛骨長 ( 右 )
脛骨長 ( 左 )

2. 顆距間距離 ( 右 ) -     300    -     
顆距間距離 ( 左 ) -     305    -     

3. 最大上端幅 ( 右 ) -     -     -     
最大上端幅 ( 左 ) -     -     -     

3 ａ .　 上内関節面幅 ( 右 )　 -     26    -     
上内関節面幅 ( 左 ) -     -     -     

3b. 上外関節面幅 ( 右 ) -     27    -     
上外関節面幅 ( 左 ) -     -     -     

4 ａ . 上内関節面深 ( 右 ) -     -     -     
上内関節面深 ( 左 ) -     -     -     

4 ｂ . 上外関節面深 ( 右 ) -     33    -     
上外関節面深 ( 左 ) -     -     -     

6. 最大下端幅 ( 右 ) -     -     -     
最大下端幅 ( 左 ) -     -     -     

7. 下端矢状径 ( 右 ) -     30    32    
下端矢状径 ( 左 ) -     30    -     

8.　 中央最大径 ( 右 )　 -     30    25    
中央最大径 ( 左 ) 32    29    24    

8 ａ . 栄養孔位最大径 ( 右 ) -     33    28    
栄養孔位最大径 ( 左 ) 35    32    -     

9. 中央横径 ( 右 ) -     20    18    
中央横径 ( 左 ) 23    20    18    

9 ａ . 栄養孔位横径 ( 右 ) -     21    21    
栄養孔位横径 ( 左 ) 23    20    -     

10. 骨体周 ( 右 ) -     77    69    
骨体周 ( 左 ) 86    76    68    

10 ａ . 栄養孔位周 ( 右 ) -     89    80    
栄養孔位周 ( 左 ) 92    84    -     

10 ｂ . 最小周 ( 右 ) -     68    64    
最小周 ( 左 ) -     68    63    

9/8. 中央断面示数 ( 右 ) -     66.67 72.00
中央断面示数 ( 左 ) 71.88 68.97 75.00

9 ａ /8 ａ 栄養孔位断面示数 ( 右 )　 -     63.64 75.00
栄養孔位断面示数 ( 左 ) 65.71 62.50 -     

10 ｂ /1 長厚示数 ( 右 ) -     -     -     
長厚示数 ( 左 ) -     -     -     

表 14　 脛 骨 (㎜ ) (Fibula)
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

1.　 最大長 ( 右 )　 -    -    -    
最大長 ( 左 ) -    -    -    

2.　 中央最大径 ( 右 )　 -    15    12    
中央最大径 ( 左 ) 16    15    -    

3. 中央最小径 ( 右 ) -    9    9    
中央最小径 ( 左 ) 10    8    -    

4. 中央周 ( 右 ) -    44    36    
中央周 ( 左 ) 45    41    -    

4 ａ .　 最小周 ( 右 )　 -    30    -    
最小周 ( 左 ) -    27    -    

4 ｂ .　 頚横径 ( 右 )　 -    8    -    
頚横径 ( 左 ) -    6    -    

4 ｃ . 頚矢状径 ( 右 ) -    9    -    
頚矢状径 ( 左 ) -    9    -    

4(1).　 上端幅 ( 右 )　 -    -    -    
上端幅 ( 左 ) -    -    -    

4(1 ａ ). 上端矢状幅 ( 右 ) -    -    -    
上端矢状幅 ( 左 ) -    -    -    

4(2).　 下端幅 ( 右 )　 -    -    -    
下端幅 ( 左 ) -    -    -    

4(2 ａ ). 下端矢状幅 ( 右 ) -    -    -    
下端矢状幅 ( 左 ) -    -    -    

3/2　 中央断面示数 ( 右 )　 -    60.00 75.00
中央断面示数 ( 左 ) 62.50 53.33 -    

4 ａ /1　 長厚示数 ( 右 )　 -    -    -    
長厚示数 ( 左 ) -    -    -    
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表 16　 推 定 身 長 値 ( 男 性 ・ ㎝ ) (Stature)
菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2
男性 女性

Ｐｅａｒｓｏｎの式 上腕骨 ( 右 ) -     -     
上腕骨 ( 左 ) -     -     
橈骨 ( 右 ) -     -     
橈骨 ( 左 ) -     -     
大腿骨 ( 右 )　 -     147.92
大腿骨 ( 左 ) 155.00 148.31
脛骨 ( 右 )　 -     -     
脛骨 ( 左 ) -     -     

藤井の式 上腕骨 ( 右 ) -     -     
上腕骨 ( 左 ) -     -     
橈骨 ( 右 ) -     -     
橈骨 ( 左 ) -     -     
大腿骨 ( 右 )　 -     147.51
大腿骨 ( 左 ) 151.06 148.25
脛骨 ( 右 )　 -     -     
脛骨 ( 左 ) -     -     

表 17　 中 央 周 の 比
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

橈骨 / 尺骨 -     95.24 93.02
94.00 -     -     

橈骨 / 上腕骨 -     -     66.67
-     69.49 -     

鎖骨 / 上腕骨 -     -     -     
-     50.85 -     

上腕骨 / 大腿骨 -     -     78.95
-     75.64 -     

上腕骨 / 脛骨 -     -     86.95
-     77.63 -     

脛骨 / 大腿骨 -     101.32 90.79
101.18 97.44 88.31

腓骨 / 脛骨 57.14 52.17
52.33 53.95 -     

表 18　 形 態 小 変 異 (Non-metoric crania variants)
菓子野 菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-2 1999-1-3
男性 女性 女性

右 左 右 左 右 左
1. Ｍｅｄ i ａｌ　ｐａｌａｔｉｎｅ　ｃａｎａｌ - - - + / /
2. Ｐｔｅｒｙｇｏｓｐｉｎｏｕｓ　ｆｏｒａｍｅｎ - - - - - -
3. Ｈｙｐｏ g ｌｏｓｓａｌ　ｃａｎａｌ　ｂｒｉ d ｇｉｎｇ - - - + - -
4. Ｃｌ i ｎｏｉｄ　ｂｒｉ d ｇｉｎｇ - - - - / /
5. Ｃｏｎｄｙｌａｒ　ｃａｎａｌ　ａｂｓｅｎｔ - - / / - /
6. Ｔｙｍｐａｎｉｃ　ｄｅｈｉｓｃｅｎｃｅ ,Forramen ofHuschke( ＞ 1㎜ ) - - - - / -
7. Ｊｕｇｕｌａｒ　ｆｏｒａｍｅｎ　ｂｒｉｄｇｉｎｇ - - - / - -
8. Ｐ r ｅｃｏｎｄｙｌａｒ　ｔｕｂｅｒｃ l ｅ　 - - - - - -
9. Ｓｕｐｒａ - ｏｒｂｉｔａｌ　ｆｏｒａｍｅｎ (incl.frontal foramen)　 - - - - - +
10. Ａｃｃｅｓ o ｒｙ　ｉｎｆｒａｏｒｂｉｔａｌ　ｆｏｒａｍｅｎ - - - - + +
11. Ｚｙｇｏ - ｆａｃｉａｌ　ｆｏｒａｍｅｎ　ａｂｓｅｎｔ / - - - - -
12. Ａｕｒａｌ　ｅｘｏｓｔｏｓｉｓ - - + + - -
13. Ｍｅｔｏｐｉｓｍ - - -
14. Ｏｓ　ｉｎｃａｅ / / -
15. Ｏｓｓｉｃｌｅ　ａｔ　ｔｈｅ　ｌａｍｂｄａ / / -
16. Ｐａｒｉｅｔａｌ　ｎｏｔｃｈ　ｂｏｎｅ / - / / - -
17. Ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ　ｚｙｇｏｍａｔｉｃ　ｓｕｔｕｒｅ（＞ 5㎜） / / + / - -
18. Ａｓｔｅｒｉｏｎｉｃ　ｏｓｓｉｃｌｅ / / / / - -
19. O ｃｃｉｐｉｔｏｍａｓｔｏｉｄ　ｏｓｓｉｃｌｅ / / / / - +
20. Ｅｐｉｐｔｅｒｉｃ　ｏｓｓｉｃｌｅ　　　 - - - - - -
21. Ｆｒｏｎｔｏｔｅｍｐｏｒａｌ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｏｎ - - - - - -
22. Ｂｉａｓｔｅｒｉｏｎｉｃ　ｓｕｔｕｒｅ（＞ 10㎜） / / / / - -
23. Ｍｙｌｏｈｙｏｉｄ　ｂｒｉｄｇｉｎｇ / / - - - /
24. Ａｃｃｅｓｓｏｒｙ　ｍｅｎｔａｌ　ｆｏｒａｍｅｎ / / + - - -
25. Ｍａｎｄｉｂｕｌａｒ　ｔｏｒｕｓ / / - - - -
26. 滑車上孔 / / / / / /

表 15　 膝 蓋 骨 (㎜ ) (Patella)
菓子野 菓子野

1999-1-1 1999-1-3
男性 女性

1. 最大高 ( 右 ) -     -     
最大高 ( 左 ) -     34    

2. 最大幅 ( 右 ) -     -     
最大幅 ( 左 ) -     34    

3. 最大厚 ( 右 ) -     -     
最大厚 ( 左 ) 19    18    

4. 関節面高 ( 右 ) -     -     
関節面高 ( 左 ) 35    29    

5. 内関節面幅 ( 右 ) -     -     
内関節面幅 ( 左 ) -     19    

6. 外関節面幅 ( 右 ) -     -     
外関節面幅 ( 左 ) 25    23    

1/2 膝蓋骨高幅示数 ( 右 ) -     -     
膝蓋骨高幅示数 ( 左 ) -     100.00
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１．はじめに
　 宮 崎 県 都 城 市 教 育 委 員 会 が 行 っ た 1999 年 度 の 菓 子 野 地 下 式 横 穴 1 号 墓 調 査 に お い て 計 3 体 の 人 骨 が
出 土 し た。 都 城 市 教 育 委 員 会 か ら 分 析 依 頼 を 受 け、 歯 冠 計 測 値 に よ る 親 族 関 係 の 分 析 が 可 能 と の 判 断 か
ら、 舟 橋 が 歯 冠 計 測 お よ び 関 連 調 査 を 行 っ た。 以 下 に そ の 結 果 を 示 し、 併 せ て 若 干 の 考 察 を 行 い た い。

２．資料と方法
　1999 年 度 菓 子 野 地 下 式 横 穴 1 号 墓 （ 以 下 菓 子 野 1999 － 1 号 墓 と 表 記 ） の 調 査 で は 計 3 体 の 人 骨 が
出 土 し て お り、 こ れ ら の 個 体 を 用 い て 分 析 を 行 う。
　 年 齢 及 び 性 別 判 定 に 関 し て は、 歯 牙 の 咬 耗 度 に 基 づ く 年 齢 推 定 は 栃 原 （1957） を 用 い、 寛 骨 耳 状 面
に 基 づ く 年 齢 推 定 は Lovejoy ら （1985） を 用 い る。 性 判 定 に は、Buikstra and Ubelaker（1994） の 方 法 を
用 い る。 年 齢 の 表 記 に 関 し て は 九 州 大 学 医 学 部 解 剖 学 第 二 講 座 編 集 の『日 本 民 族・文 化 の 生 成 ２』（1988）
記 載 の 年 齢 区 分 に 従 い、 幼 児 （1 ‐ 6 歳）、 小 児 （6 ‐ 12 歳）、 若 年 （12 ‐ 20 歳）、 成 年 （20 ‐ 40 歳）、
熟 年 （40 ‐ 60 歳 ）、 老 年 （60 歳 ‐ ） と す る。 人 骨 の 詳 細 に 関 し て は、 本 書 収 録 の 松 下 孝 幸 ・ 松 下 真
実 の 報 告 を 参 照 し て い た だ き た い。
　 小 稿 で は、 親 族 関 係 を 復 元 す る 方 法 と し て、 人 骨 の 出 土 状 況 お よ び 年 齢 ・ 性 別 に 基 づ い た 世 代 構 成 の
復 元 を 行 い、 こ の 仮 説 を 検 証 す る 方 法 と し て 歯 冠 計 測 値 に 基 づ く 血 縁 者 の 推 定 方 法 を 用 い る （田 中 ・ 土
肥 1989）。 歯 冠 計 測 は 藤 田 恒 太 郎 の 方 法 （1949） に よ り、 歯 冠 計 測 値 を 用 い た 血 縁 者 の 推 定 方 法 に 関 し
て は 土 肥 直 美 ら の 方 法 （土 肥 他 1986） を 使 用 す る。

３．出土状態と推定される世代構成
　 菓 子 野 1999 － 1 号 墓 か ら は、 成 年 後 半 男 性 1 体 （1 号 人 骨 ）、 熟 年 女 性 2 体 （2 号 人 骨 ・3 号 人 骨 ）
が 出 土 し て お り、 奥 壁 側 か ら 1 号、2 号、3 号 の 順 に 埋 葬 さ れ て い る。
　1 号 人 骨 は 頭 位 を 南 東 に と り、下 肢 を 伸 展 し た 状 態 で 埋 葬 さ れ て い る。左 右 膝 関 節 間 は 非 常 に 狭 く な っ
て い る も の の、 腰 椎 お よ び 左 右 寛 骨 と 仙 骨 は ほ ぼ 本 来 の 位 置 関 係 を 保 っ て い る。2 号 人 骨 も 頭 位 を 南 東
に 取 り、 下 肢 を 伸 展 し た 状 態 で 埋 葬 さ れ て い る。2 号 人 骨 に 関 し て は、 椎 骨 は ほ ぼ 関 節 状 態 を 保 っ て い
る も の の、 右 股 関 節 は 外 れ 大 腿 骨 は 外 旋 し 後 面 が 上 を 向 い た 状 態 で 出 土 し て い る。3 号 人 骨 は、2 号 人
骨 の 左 下 肢 に ほ ぼ 接 す る 形 で、 東 か ら 頭 蓋、 上 肢、 右 下 肢 の 順 に 出 土 し て い る。 さ ら に 右 下 肢 の 西 側 少
し 離 れ た 位 置 か ら 左 下 肢 が 出 土 し て い る。3 号 人 骨 は、 そ れ ぞ れ の 部 位 が ま と ま っ て 出 土 し て い る も の
の、 関 節 状 態 を 保 っ て い る 部 位 は な く 解 剖 学 的 位 置 関 係 に も な い。
　 以 上 の 出 土 状 況 か ら、2 号 を 追 葬 す る 際 に は、1 号 は ほ と ん ど 軟 部 組 織 の 腐 朽 が 進 ん で お ら ず、3 号
人 骨 が 追 葬 さ れ る 際 も し く は 最 終 埋 葬 後 の 再 開 口 の 際 に は、2 号 人 骨 は 股 関 節 が 外 れ る 程 度 に 骨 化 が 進
ん で い た と 考 え ら れ る。 た だ し、 出 土 状 況 か ら 3 号 人 骨 が 再 開 口 時 点 で か な り 骨 化 が 進 ん で い た と 推 定
さ れ る こ と か ら、2 号 人 骨 の 片 付 け を 再 開 口 時 と す る と、 軟 部 組 織 の 腐 朽 状 態 と 埋 葬 順 序 に 矛 盾 が 生 じ
る た め、2 号 人 骨 の 片 付 け は 3 号 人 骨 埋 葬 時 の も の と 考 え ら れ る。
　 以 上 の 埋 葬 状 況 か ら 埋 葬 間 隔 を 復 元 す る と、1 号 と 2 号 人 骨 の 間 は そ れ ほ ど 時 間 幅 が な く 長 く て も 5
年 以 内、2 号 と 3 号 人 骨 の 間 は 5 年 前 後 と 推 定 さ れ る。3 号 人 骨 に 関 し て は、 埋 葬 後 10 年 な い し は そ
れ 以 上 経 過 後 の 再 開 口 時 に 遺 体 を 乱 す 行 為 が 行 わ れ た と 推 定 さ れ る。 こ れ ら の 埋 葬 間 隔 及 び 各 個 体 の 年
齢 か ら 1 号 人 骨 埋 葬 時 点 で の 3 体 の 年 齢 を 考 え る と、1 号 人 骨 は 成 年 後 半、2 号 は 成 年 後 半 ～ 熟 年、3
号 人 骨 は 成 年 後 半 ～ 熟 年 前 半 と な り 同 世 代 の 男 女 3 体 と な る。 し た が っ て、 復 元 さ れ る 世 代 構 成 モ デ ル
と し て は 図 の と お り 男 女 の キ ョ ウ ダ イ も し く は 夫 婦 ＋ キ ョ ウ ダ イ の 2 通 り が 考 え ら れ る （図 １）。
　 な お、2 号 人 骨 に 関 し て は 前 耳 状 溝 が 認 め ら れ る。

10．菓子野地下式横穴墓群 1999-1 号墓出土人骨の親族関係

舟橋京子 ※ 　

　 ※ 九 州 大 学 大 学 院 比 較 社 会 文 化 研 究 院 ・ 九 州 大 学 ア ジ ア 埋 蔵 文 化 財 研 究 セ ン タ ー
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４．歯冠計測値を用いた血縁者の推定
　 歯 冠 計 測 値 を 用 い た 血 縁 者 の 推 定 の 結 果、1 号 と 2 号 人 骨 は 複 数 の 組 み 合 わ せ で 0.5 以 上 の 値 が 得 ら
れ て い る （表 1・ 表 2）。2 号 と 3 号 人 骨 に 関 し て も 1 種 類 の 組 み 合 わ せ の み で あ る が、0.5 以 上 の 高 い
値 が 得 ら れ て い る。3 号 と 1 号 に 関 し て は 有 効 な 歯 種 の 組 み 合 わ せ は 得 ら れ て い な い。
　 以 上 の 結 果 か ら、 上 記 の 2 つ の モ デ ル の う ち モ デ ル A の 同 世 代 の キ ョ ウ ダ イ 仮 説 は 検 証 さ れ る。 モ
デ ル B に 関 し て は、1 号 と 2 号 の 相 関 係 数 を 見 る と、 イ ト コ 間 に な る と 相 関 係 数 値 が 他 人 同 士 と の 間 で
有 意 差 の 得 ら れ な い 歯 種 の 組 み 合 わ せ 複 数 （ 上 下 I1I2CP1P2 や 上 下 I1I2CM1、 上 下 P1M1） に お い て 高
い 値 が 得 ら れ て い る。 し た が っ て、 イ ト コ 婚 の 可 能 性 を 考 慮 し て も B － ⅰ、B － ⅱ と も に 1 号 と 2 号 が
夫 婦 の モ デ ル は 棄 却 さ れ る。 そ こ で、 歯 冠 計 測 値 を 用 い た 分 析 結 果 の 得 ら れ て い な い 1 号 と 3 号 が 夫
婦 の 場 合 を 検 討 し よ う。 モ デ ル B － ⅰ で 1 号 と 3 号 が 夫 婦、2 号 と 3 号 が 姉 妹 の 場 合、 上 述 の 理 由 か ら
1 号 と 2・3 号 が イ ト コ で あ り イ ト コ 婚 で あ っ た 可 能 性 は 低 く こ の 仮 説 は 棄 却 さ れ る。 モ デ ル B － ⅱ で
1 号 と 3 号 が 夫 婦、1 号 と 2 号 が キ ョ ウ ダ イ の 場 合、1 号・2 号 間 で は 血 縁 関 係 が 推 定 さ れ て い る。2 号・
3 号 間 で は 血 縁 関 係 が 推 定 さ れ て い る も の の、イ ト コ の 可 能 性 を 排 除 で き る 歯 種 の 組 み 合 わ せ で は な い。
し た が っ て、 モ デ ル B － ⅱ で 1 号 と 3 号 が 夫 婦、1 号 と 2 号 が キ ョ ウ ダ イ の 可 能 性 は 残 さ れ る。

５．考察
　 以 上 の 分 析 結 果 か ら、 菓 子 野 1999-1 号 墓 出 土 の 3 体 に 関 し て は 同 世 代 の キ ョ ウ ダ イ モ デ ル が 検 証 さ
れ た。 加 え て、 イ ト コ 婚 の 可 能 性 を 考 慮 す る と モ デ ル B － ⅱ （1 号 と 3 号 が 夫 婦、1 号 と 2 号 が キ ョ ウ
ダ イ） の 可 能 性 も 残 さ れ る。 前 者 は 田 中 の 親 族 構 造 モ デ ル の 基 本 モ デ ル Ⅰ に 相 当 す る （田 中 1995）。 後
者 の モ デ ル B － ⅱ（夫 婦 ＋ キ ョ ウ ダ イ）は 田 中 の 基 本 モ デ ル Ⅰ － Ⅲ の い ず れ に も 当 て は ま ら な い。加 え て、
2 号 人 骨 に 前 耳 状 溝 が 認 め ら れ、 既 婚 の 女 性 で あ っ た こ と を 考 慮 す る と、 キ ョ ウ ダ イ と 夫 婦 を 紐 帯 と し
た 埋 葬 原 理 が 混 在 し て い る 状 況 に な る こ と か ら、 モ デ ル B － ⅱ の 成 立 の 可 能 性 は 低 い と 考 え ら れ る。 た
だ し、 地 域 的 特 殊 性 の 可 能 性 を 考 慮 す る と 本 例 1 例 を 以 て モ デ ル B － ⅱ の よ う な 可 能 性 を 完 全 に 棄 却
す る こ と は で き な い。
　 一 方 で、男 性・女 性 お よ び 女 性・女 性 間 で 血 縁 関 係 が 推 定 さ れ る こ と か ら、双 系 の 可 能 性 が 考 え ら れ る。
　 筆 者 ら は 近 年 南 九 州 地 域 の 地 下 式 横 穴 墓 出 土 人 骨 の 親 族 関 係 に つ い て 検 討 を 行 っ て い る。 田 中 良 之 と
筆 者 は 2011 年 度 発 掘 の 菓 子 野 地 下 式 横 穴 墓 2011-2 号 墓 出 土 個 体 群 で も 親 族 関 係 の 検 討 を お こ な っ て
い る （田 中 ・ 舟 橋 2014）。 こ の 際 に は、 竪 穴 を 共 有 す る 2 基 の 地 下 式 横 穴 か ら 出 土 し た 4 体 人 骨 を 用 い
て 親 族 関 係 の 推 定 を 行 い、 基 本 モ デ ル Ⅰ と Ⅲ の 可 能 性 が 得 ら れ て い る。 加 え て、 立 切 遺 跡 お よ び 旭 台 遺
跡 の 分 析 結 果 か ら は、 当 該 地 域 に お い て は 少 な く と も 6 世 紀 代 ま で 基 本 モ デ ル Ⅰ が 残 る 結 果 が 得 ら れ て
い る （田 中 他 2012）。 本 遺 跡 出 土 人 骨 で 検 証 さ れ た モ デ ル A は 旭 台 お よ び 立 切 遺 跡 か ら 得 ら れ た 結 果 と
整 合 す る 可 能 性 を 示 す も の で あ る。 一 方 で、 田 中 の 基 本 モ デ ル に 当 て は ま ら な い モ デ ル B － ⅱ （夫 婦 ＋
キ ョ ウ ダ イ） で あ っ た 場 合 地 域 的 な 特 徴 を 示 す 可 能 性 も あ る。
　 な お、3 号 人 骨 に 関 し て は 埋 葬 後 10 年 近 く 経 過 後 の 再 開 口 時 に 遺 体 を 乱 す 行 為 が 行 わ れ た と 推 定
さ れ る。 こ の 最 終 埋 葬 後 の 遺 体 棄 損 に 関 し て は 石 川 健 ら の 報 告 （ 石 川 他 2004） や 田 中 の 論 考 （ 田 中
2008） を ご 参 照 い た だ き た い。

６．おわりに
　 以 上 の よ う に、 菓 子 の 地 下 式 横 穴 墓 1999-1 号 墓 出 土 人 骨 の 親 族 関 係 の 復 元 を 行 っ た 結 果、 双 系 社 会
で あ り、 田 中 の 基 本 モ デ ル Ⅰ に 相 当 す る 可 能 性 と モ デ ル に 当 て は ま ら な い 地 域 的 特 徴 を 示 す 可 能 性 も 残
さ れ る と い う 結 果 が 得 ら れ た。 今 後 も こ う し た 事 例 検 討 を 進 め て い く こ と は 南 九 州 古 墳 時 代 の 社 会 像 を
明 ら か に す る う え で 非 常 に 重 要 で あ る と 考 え る。
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歯種の組み合わせ 1 号＊ 2 号 2 号＊ 3 号
UI1I2CP1P2M1 ／ LI1I2CP1P2M1 0.737 -
UI1I2CP1P2 ／ LI1I2CP1P2 0.743 -
UCP1P2M1 ／ LCP1P2M1 0.833 -
UP1P2M1 ／ LP1P2M1 0.841 -
UI1I2CM1 ／ LI1I2CPM1 0.581 -
UP1M1 ／ LP1M1 0.814 -
UI1I2CP1P2M1M2 0.849 -
UI1I2CP1P2M1 0.826 -
UCP1P2M1 0.868 -
UP1P2M1 0.892 -
LP1P2M1M2 - 0.629

表 2　 相 関 係 数 値

図 1． 親 族 関 係 モ デ ル

1号人骨 3号人骨２号人骨

モデル A

1号人骨 3号人骨
ないしは
2号人骨

3号人骨
ないしは
2号人骨

2号人骨
ないしは
3号人骨

2号人骨
ないしは
3号人骨

モデル B-ⅰ モデル B-ⅱ

1号人骨

表 1　 歯 冠 計 測 値
1 号人骨 2 号人骨 3 号人骨

計測項目 R ｌ R ｌ R ｌ
上顎 I1 9.0 9.0 8.4 8.7 - -

I2 7.4 7.5 6.8 6.6 - -
C 8.0 8.0 7.5 7.5 - -
P1MD 7.5 7.2 7.0 6.8 - -
P2MD 6.8 6.8 6.5 6.6 - -
M1MD - 10.7 10.3 10.2 - -
M2MD 10.5 - 9.5 9.6 - -
P1BL 9.9 9.8 9.3 9.4 - -
P2BL 9.7 9.7 9.5 9.5 - -
M1BL - 12.5 11.7 11.5 - -
M2BL 12.0 - 11.7 11.6 - -

下顎 I1 5.5 5.2 5.3 5.2 - -
I2 6.4 6.1 5.6 5.7 - -
C 7.3 7.3 6.8 6.8 6.5 6.4
P1MD 7.1 - 7.0 7.0 5.9 6.7
P2MD 7.4 7.1 7.0 7.0 6.6 7.0
M1MD 12.0 12.2 11.1 11.3 11.1 -
M2MD 11.7 - 11.4 - 11.6 -
P1BL 8.4 - 8.0 7.9 7.2 7.2
P2BL 9.1 9.3 8.9 8.6 7.6 7.8
M1BL 11.3 11.5 10.6 10.7 10.4 -
M2BL 11.0 - 10.6 - 10.5 -

数値：㎜、MD：近遠心径、BD：頰舌径



- 40 - - 41 -

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

枠外 ( 郡元一丁目 / 祝
吉地区公民館 )

都城市郡元一丁目 1-5 ほか 31.744290 131.089028 5/17 20㎡ その他建物 ( 公民館 )

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

城館跡・集落跡 縄文・弥生・古墳・中世・近世 弥生土器・鉄鏃・中世土師器 ピット 「松原地区遺跡群」範囲拡大

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

都城跡 ( 取添 ) 都城市都島町 520-1 31.717955 131.047331 5/26 46㎡ 住宅

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

城館跡・集落跡 縄文・弥生・中世・近世 青磁 堀

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

高城牧ノ原遺跡群 都城市高城町大井手 3564 31.802301 131.144685 7/25  21.6㎡ 畜舎

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

古墳・集落跡 縄文・弥生・古墳・古代・中世 なし 周溝 ?

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

高城町古墳 (7 号 )/ 高
城牧ノ原遺跡群

都城市高城町大井手 3445 31.804587 131.142385 8/17-18  50㎡ 太陽光発電施設

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

古墳・集落跡 縄文・弥生・古墳・古代・中世 土師器 周溝・地下式横穴墓・溝状遺構 県指定史跡

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

大島畠田遺跡 都城市金田町 970 ほか 31.771384 131.076225 8/22-29  20㎡ 公園整備 ( 公衆トイレ )

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

城館跡・生産遺跡 古代・中世・近世 土師器 水田跡

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

中床丸遺跡 都城市梅北町 31.670506 131.053511 10/26  8㎡ 道路拡幅

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

集落跡・生産遺跡 旧石器・縄文・弥生・古墳・古代・中世・近世 なし ピット

遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

菓子野地下式横穴墓群 都城市菓子野町 9579-1 31.776120 131.045095 199.9.1-14  13.5㎡ 自然崩壊

種別 主な時代 主な遺物 主な遺構 特記事項

地下式横穴墓 古墳 人骨・鉄剣・刀子・鉄鏃・土師器 地下式横穴墓 1999-1 号墓
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